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私 た ち の強 さ， 平 安 ， 幸 福 は主 の内

に あ る。試 しと銀 難 の この世 に あ って

私 た ち には ，主 を信 し， 晦 い改 め， 主

の 大 義 の た めに 働 くこ とに よ って もた

らされ る， 穏 や か て 落 ち着 きの あ る確

信 か必 要 て あ る。 も し私 た ちか 神 を 認

め， 感 謝 し， 仕 凡， ま た舛 の 子 供 た ち

を 愛 し，真 の ク リス チ ャ ノ と して の責

任 を 受 け入 れ るな らは た とκ困 難 や

わ す らいか あ ろ う と も喜 ひ を得 る て あ

ろ う。

使 徒 ヨハ 不 は次 の よ う に 述 へ て い

る。 「も しこれ らの こ とか わ か って い

て ， それ を行 うな ら， あ なた か た は さ

い わ い て あ る 。」 （ヨハ 不１３ １７）

財 産 の な か に水 続 す る喜 ひ は な い。

ま た高 慢 の 中 に は， 現 世 て あれ 来 世 て

あ れ平 安 は な い。 慰 め と理 解 は， 道 徳

の御 旗 を か さ して歩 まれ た世 に あ って

あ らか しめ 走 め られ て い た十 字 架 上 て

勇 気 あ る， 慈 悲 あ る， 愛 あ る行 な い を

示 され た御 方 の腕 の 中 た け に あ る のて

あ る。

私 た ちは ， 自分 を不 幸 に陥 れ た他 人

の 過 ちを 赦 す こ とは て きな い 。 ま た 自

らの 過 ちの た め に 自分 自身 を見 捨 て る

こ と もて きな い 。 イ エ ス は私 た ち の罪

の た めに 死 な れ た 。 イ エ ス は私 た ち の

救 い主 ， 贈 い 主 て あ られ る。

主 は古 代 の イス ラエ ル の民 に言 わ れ

た。 「 も しあ な た か た か ， ま こ と

にわ た しの声 に聞 き従 い ， わ た しの契

約 を 守 る な らは， あな た か た は す へ て

の民 に ま さ って ， わ た しの 宝 とな るて

あ ろ う。」 （出 エ ノ プ ト１９ ５）

私 は神 か 生 きて お られ ， イ エ ス か キ

リス トて あ る こ とを 知 って い る。 す へ

て の人 か ， この こ とを 知 る こ とに よ っ

て もた らされ る喜 ひ を 享 受 て き る よ

う， ・イエ ス キ リス トの 御 名 に よ って

祈 る もの て あ る。 ア ー メ ノ。

マ リォ ン・Ｄ・ハ ンク ス長 老

十二使徒評議員会補助
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悪 を

言 う な

第 一 副 管長 Ｎ・エ ル ドン・タナ ー

主 イ エ ス ・キ リス トの 述 べ られ た幾 つ か の言 葉 を 引用 しよ

う。 どれ もこの 話 の 題 に深 い 関係 が あ る。 「自分 を 愛す るよ

うに あな た の 隣 り人 を 愛 せ よ。」 （マ タ・イ２２：３９）

「汝 ら隣 人 の悪 口を 言 い また これ に害 を 与 う る こ と な か

れ 。」 （教 義 と聖 約 ４２：２７）

「… …審 判 の 日に は
， 人 は その 語 る無 益 な 言 葉 に対 して ，

言 い 開 き を しな け れ ば な らな いで あ ろ う。 あ なた は， 自分 の

言 葉 に よ って 正 しい と され ， ま た 自分 の 言葉 に よ って 罪 あ り

と され るか らで あ る。」 （マ タ・イ１２：３６， ３７）

も うひ とつ の言 葉 は， 黄 金 律 と して知 られ て い る も ので あ

る。 「だ か ら，何 事 で も人 々か ら して ほ しい と望 む こ と は，

人 々 に もそ の とお りにせ よ。 これが 律 法 で あ り預 言 者 で あ

る 。」 （マ タ・イ ７ ：１２）

そ して 主 は言 わ れ た ， 「わ た しの兄 弟 で あ る これ らの最 も

小 さ い者 の ひ と りに した の は， す な わ ち， わ た しに した の で

あ る 。」 （マ タ イ２５：４０）

私 た ち は皆 ， 隣 人 の 噂 を した が る傾 向 が大 き い よ う で あ

る。 実 の と こ ろ， それ は人 情 で あ る。 ど うい うわ けか 人 の長

所 よ り も短 所 を語 る方 が ず っ と容 易 ら しい 。単 な る噂 に して

も事 実 に して も， 私 た ち は 自分 が 聞 い た 隣 人 を傷 つ け る言 葉

を繰 り返 し， そ紅 は雑 草 の よ うに尾 ひ れ が つ い て 広 ま って い

く。 だ か ら この こ とに つ い て， 主 の 御 言 葉 に留意 す る こ とが

最 も大切 で あ る。

も し良 き隣 人 に な りた い な ら， 私 た ち は真 理 と事 実 を 捜 し

４３４

求め，次の戒めを破 ることのないように言葉を慎むべきであ

る。 「あなたは隣人について，偽証 してはならない。」（出エ

ジプ ト２０：１６）

次の話は反省を促 して くれる。隠居して早朝の庭の手入れ

を日課にしているある老人が，毎朝決まって通 りの向かい側

の家に牛乳配達人が立ち寄り始めたのに気づいた。配達人は

夫が仕事に出かけた直後に着いて３０分ほどいた。チャー ミン

グなその家の妻は初等協会の教師で聖餐会にはほとんど欠か

さず出席 していた。

このような日が数週間続いて，老人は彼女の及ぼす影響や

教えている子供たちのことが心配だと，隣人にそのことを注

意 し始めた。そしてその状態を監督に報告すべきだと思った

ときには，話はワー ド部に広まっていた。

監督は事態に驚き，牛乳販売店の店主を訪ねてその配達人

の名前を聞き，どんな人かを聞き出 した。店主は配達人に会

って言葉巧みに言 った。 「あなたはリンカーン通りに新 しい

お客を持ちましたね。どんなてくだを使いましたか。」

「て くだですって。」牛乳配達人は言った，「あれは私の娘

です。毎朝私に朝食を作 って くれて，毎週金曜の夜は私の妻

とふたりで娘の子供たちを見ているんですよ。それがどうか

したんですか。」

この話は，主の勧告に従うことの大切 さを教えている。主

はこう言われた。 「あなたは偽 りのうわさを言いふらしては

な らない。あなたは悪人と手を携えて，悪意のある証人にな

ってはならない。」（出エジプ ト２３：１）

この言葉を心に留めようではないか。

「人の過ちを 責めたきときは

先ず心に聞け おのれは如何に

交わりを絶つな む しろ求めよ

怒りし言葉は おのれに戻らん

軽んずるなかれ

おのが名のごとく

ただ思い込むな

つれなく見えても

兄弟の名を

宝とまもれ

誤 りもあらん

よき友 もあり」

（讃美歌１５１番）



私たちは人の中に自分の見ようとするものを常に見いだす

ようである。だれでも知 っている通り，私たちは皆不完全で

ある。欠点や弱点を指摘すると欠点に心が奪われ，その人の

長所が目につかなかったり見過ごしにされたりして，結局だ

れの益にもならない。 このことは次の話によく説明されてい

る。

「デラウェア川を渡 るワシントン」という非常に有名な絵

がある。この絵そのものや複製を見た多くの人が，指導者ワ

シン トン将軍のた くま しく力にあふれる姿に感嘆する。画家

はワシン トンの舟に乗っている男たちの表情に，決意と勇気

を巧みに描き出 している。

しか しある批評家はこう指摘 している。武装 して銃を持っ

た大の男が１２人も乗れば，このように小さな舟は水に浮かん

でいられなかっただろう。沈まないとしても，立っている ３

人の男のために舟は転覆 しただろう。あの軍人が握 っている

１３の星のある旗は，１７７６年のデ ラウェア川横断のときにはな

かった。川の背景はデ ラウェア川のそれと全 く違っていてむ

しろ絵を製作 した ドイツのライン川のものだ。

不完全な点に心を向けると，言わんとする本当のことを理

解するのが難 しい。この批評家は短所ばか りを見ている。そ

れは人についても同じである。性格や個性や姿かたちの短所

弱点をひとたび指摘すると，その人の長所をはっきり見つめ

るのは難 しい。

私たちはこう自問するがよい。 「人に自分の弱点を指摘さ

れたり， 自分が他の人について言 っているようなことを自分

について言われた らどうだろうか」 と。良い性質を捜 し，そ

の人に対 してだけでなく彼を知っている人々に対 しても賛辞

を語 るほうが，どれほど良いであろうか。

少 し前，息子 との間に親 しさや交わりがな くなろうとして

いると言 って私の所へ来 られた父親があった。彼は， 自分は

息子を愛しているし息子 も普通は良い子なのだが 「時々，い

らい らさせ られる」と言 って，私の助言を求めた。

私は，子供に父から愛されていると感 じさせ，毎日何か良

いことを捜 してほめたり勇気づけたりしてはどうかと勧め，

そうすれば必ずもっと良い少年になるはずだと助言 した。そ

れか ら２， ３病月して，その父親は状態が大きく変わって自

分も息子も進歩 し，今 までになかった新 しいつなが りをふた

．りとも喜んでいると伝えてきた。

子供は自分に期待されているように行動する。おまえはま

ぬけだといつも言われているなら，その子はそう信 じ込んで

やがて進歩 しようとす る努力をあきらめてしまうかもしれな

い。彼はこう考えるだろう。 「そうか，みんながぼ くをそん

な風にしか見ないなら，かまうものか。」良 くない行な い や

失敗を責めたてられる人は，そういう評判があるならその通

りやってやれと思 うかもしれない。

子供 も妻も友 も仲間も， 自分が言われている通 りに良 くも

悪 くも行動 しがちである。心のこもった正直なほめ言葉は良

い性格を築き，批判は性格を崩す。人の評判や性格を落 とし

ても決 して自分の性格や評判が良 くなりはしない。達成 した

ことや性格をほめれば，相手ばかりか自分も高められる。

次に有益な提案を幾つかあげてみよう。

１．週に最低 １回，ほかの人が何か達成 したことについて

賞賛の手紙を書 こうと決心する。

２． １日に最低 １回，直接会うか電話でだれかをほめる。

これを目標にして １週間行なえば，このようなことを続けて

いきたいと思 うようになるに違いない。 ．

３． １ヵ月間，批判 したくなって も我慢 した回数を自分だ

けわかるように書きとめてお く。心か ら人をほめるときに回

数がどれだけ減 るかを見てみなさい。

４．夫や妻である人たちは，週に最低 １度，お互いや子供

のさらに伸ば してほしいと思う良い性格をほめる。子供が良

くない点を改善できるように導 く上手な方法を考えなさいρ

喜ばしい成果が得られるであろう。

もしあなたが監督やステーキ部長やその他の役員を弱体だ

と思 うならば，人にその弱点を指摘するのではな く彼を支持

し，支えることによって，彼は強 くなるであろう。そのとき

こそあなたの援助が必要なのである。私たちは隣人の性格を

伸ばす ことで主に仕えるのである。 「彼 らのいと小さき者に

捧 ぐるとも皆われに捧 ぐればなり。」（教義と聖約４２：３８）

「悪を言 うな人に

聞きしことみなを

愛をもてえらび

わずかの善きこと

善 き こと を語 れ

語 る は いや しき

よ き種 を蒔 きて

つ と めて 語 らん」

，し （讃 美 歌 ３７番 ）
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たかが

教師 じゃないか
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トー マ ス ・Ｓ・モ ン ソ ン

ぱ しば私たちは 「時代が変わっ
し

た」という言葉を聞 く。おそら

くその通りであろう。現代はちょっと

あげただけでも，医学，運輸 通信，

探検の分野で非常な進歩が見受けられ

る。 しか し，その変化の多い中にも全

く変わらないものもある。たとえは，

少年は依然として少年であり，同じよ

うに少年らしい誇りを持ち続けている

のである。

ある時，私はよ く言われる会話を立

ち聞きした。

３人の小さな子供たちが自分たちの
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父親 の 良 い 点 を話 し合 って い た ので あ

る。 ひ と りが言 った。

「僕 の お 父 さん は君 の お父 さん よ り大

きい よ。」 す る と， も うひ と りが 「だ

け ど僕 の お 父 さん は君 の お父 さ ん よ り

頭 が いい よ」 と答 え た 。 そ こで ３人 目

の 少 年 が 言 い返 した。 「僕 の お父 さ ん

は医 者 さ 。」 そ れ か らひ と りの少 年 の

方 を 向 い て は か に した よ うに言 った。

「君 の お 父 さん は た か が教 師 じ ゃな い

か 。」

母 親 の 呼 ぷ 声 で そ の会 話 は終 りに な

った 。 しか しそ の言 葉 は私 の耳 の中 で

こだ ま し続 け た。 た か が教 師 じ ゃな い

か 。 た か が教 師 じ ゃな い か。 た かか 教

師 じゃな い か。 い つ か， そ の幼 い子 供

た ちは霊 感 あ ふ る る教 師 の本 当 の価 値

を認 め る よ うに な り， この よ うな教 師

か 彼 らの 人生 に残 す忘 れ難 い 印象 を心

か ら感 謝 す るて あ ろ う。

ヘ ン リー ・ブ ル ノク ・ア ダ ム スが 述

べ て い る よ うに， 「教 師 の与 え る影 響

は 消 え る こ とが な い。 そ して そ の影 響

は と どま る所 を知 らな い 。」 これ は私

た ちの教 師， す な わ ち家 庭 で の教 師 ，

第 ２に学 校 の教 師 ， 第 ３に教 会 の教 師

す べ て に あて は ま る真 理 で あ る。

最 もよ く私 た ち の 印 象 に残 っ て い る

教 師 は ，私 た ちに最 も大 き な影 響 を与

えた教 師 で あ ろ う。 そ の教 師 は黒 板 を

使 わ な か った か も知 れ な い し， 学 位 を

持 って い な か った か も知 れ な い。 だ か

そ の教 え は い つ ま で も絶 え る こ とな く

心 か らの 関心 に基 くもの て あ っ た。 然

り， そ れ は母 親 て あ る。 同時 に， それ

はま た 父 親 で もあ る。 事 実 ， す べ て の

親 は 教 師 な の で あ る。



か らこのような教師に授けられ

神
た生徒，すなわち私たちの家庭

．に来 る赤ん坊は
，神御 自身の家庭か ら

地上に新たに降 りてきた入類のかわい

らしく新 しい花である。

最初の教育の時間は，一瞬の間であ

る。機会は失いやすいのである。教師

としての責任をなかなか果たさない親

は， しばしば言われる 「教 え て い た

ら」 という言葉を苦々しく経験するで

あろう。

神より与えられた教育のつとめを始

めるにあたり，親は一層の霊感を必要

とするのである。世にあって最 もすば

らしい諸々の感情は，広大な宇宙ある

いは小説や本の中から引き出されるも

のではな く，子供の寝顔を見つめる親

の表情の中にこそ見られる。 「神のか

たちに創造 し」という聖書の一節は，

親がこの経験を繰 り返すたびに，新 し

くかつ生き生 きとした意味を持つので

ある。家庭は天国といわれる安息の場

所となり，愛ある両親はその子供たち

に 「祈ることと，主の前に正 しく歩む

こと」とを教えるのである。（教義と聖

約６８：２８） このように霊感された親に

は決 して 「たかが教師 じゃないか」と

いう言葉は当てはまらないのである。

次に，学校の教師について考えよう。

家庭教育の一部を学校の授業にまかせ

るときが必ずやってくる。ジョニーと

ナンシーは，毎 日家か ら学校へ通 う楽

しそうな子供たちの中に加わる。そこ

には新 しい世界がある。そして子供た

ちは教師に会 う。

教師たちは坐徒に将来の希望を抱か

せるだけでなく，将来への心構えと彼

ら自身 とに影響を及ぼしているのであ

る。もし教師が未熟であれば，子供の

人生に傷を残 し， 自尊心を非常に傷つ

け，他人に対する見方をゆがめるので

ある。 しか し，もし教師が 生 徒 を 愛

し，その期待を裏切 らなければ，子供

たちの自信は増 し，才能は伸び，将来

は保証 されるであろう。

よい生活への橋渡 しをすることより

も，信仰を失わせることの方を好む教

師がいることは不幸なことである。私

たちの導 く力は誤 り導 く力になり，誤

り導 く力は破壊の力になるということ

を忘れてはならない。

Ｊ・ルーベ ン・クラーク・ジュニア

副管長は次のように言われた。・「根本

的な真理を疑 う者，あるいはその信仰

を破壊する者は，傷つき，不具者のよ

うにな り，また無力になってしまうの

である。神はそのような者を厳 しく責

めたもう。ほかの人が日の栄光に進む

のを，故意にさえぎる者， この人の落

ちる深みは，その深さをだれが測れよ

うか。」（「不死不滅 と永遠の生命」，第

２巻，Ｐ．１４３，１４４）

たちはクラスを管理できないと

私
きで も，少なくとも生徒を備え

させることはできるのである。皆さん

は 「どうして」 と問 うであろう。 「神

の日の栄の王国への指導を与え，神の

真理と人間の理論を区別するバロメー

ターを与えなさい。」

私は数年前そのような指導書を手に

した。それは私たちが普通合本と呼ん

でいる，モルモン経 教義と聖約，高価

なる真珠を一冊にした聖典であった。

その本は愛する父親からよく忠告に従

っ た美 しい 娘 へ の 贈 り物 で あ った 。 そ

の父 親 は見 返 しのペ ー ジ に この よ うな

す ば ら しい言 葉 を 書 いた 。

「１９４４年 ４月 ９日

マ ウ リー ンへ

あ な た は真 理 と人 の哲 学 の 誤 りを見

分 け る方 法 を い つ も もち， 知 識 を増 し

て霊 的 に成 長 して い ます ね。 私 は あ な

た に この聖 典 を贈 ります ので ， 折 あ る

ご とに読 み ，生 涯 大 切 に して下 さい。

愛 を こめ て。 あ な た の 父親 で あ る

ハ ロル ド ・Ｂ ・り一 よ り」

「た か が 教 師 」 と言 え るだ ろ うか
。

後 に，私 た ちが い つ も 日曜 日に

最
接する教会の教師について考え

よう。このような場で，過去の歴史，

現在の望み，未来の約束がすべて教え

られる。特 にここでは，教師はパ リサ

イ人になりやす く，弟子になるのは難

しいことを知るであろう。生徒は教師

が何をどのように教 えるかでな く，ど

のように生きているのかを見るのであ

る。

使徒パウロはローマ人へ勧告 した。

「なぜ，人を教えて自分を教えない

のか。盗むなと人に説いて，自らは盗

むのか。姦淫するなと言って，自らは

姦淫するのか。」（ローマ２：２１，２２）

パウロは霊感に満ちた，力強い教師

であり，私たちのよい模範である。捕

われていた暗い獄でのパウロの行ない

か ら，成功の秘訣が うかがわれる。パ

ウロは兵卒の足音 と彼がつながれてい

た鎖の音を知 った。パウｐに好意を寄

せていたと思われる獄の番人は，皇帝

の前に行 く方法に関して何か聞きたい
し

こ とが あ るか ど うか彼 に尋 ね た。 す る

４３７



＼

，

とパ ウ ロは 自分 に導 き手 ， す な わ ち聖

霊 が い る と語 った ので あ る。

この同 じ聖 霊 は パ ウ ロが ア レ オパ ゴ

ス の評 議 所 に立 っ た と き も 彼 を 導 い

た 。そ れ は次 の よ うに述 べ られ て い る。

５あ な たが たが 知 らず に拝 んで い る も

の を， い ま知 らせ て あげ よ う。 この 世

堺 と， そ の中 に あ る万 物 とを 造 った 神

は， … …手 で 造 っ た宮 な ど に は お住 み

に な らな い。 … …神 は， す べ て の 人 々

に命 と息 と万 物 と を与 え， …… わ れ わ

れ は神 の うち に生 き， 動 き， 存 在 して

い る … …。 … … われ わ れ も， 確 か に そ

』の子 孫 で あ る
。」 （使 徒 １７：２３－ ２５，２８）

も う一 度 尋 ね よ う。「たか が 教 師 か 。」

家 庭 に あ っ て， 学 校 や神 の宮 に あ っ

て， ず べ て の人 々 の人 生 に影 響 を 及 ぼ

して い る一 人 の教 師 が い る。 そ の 教 師

は生 と死 ， 人 の なす べ き義 務 と行 く末

に つ い て教 え た。 ま た その 人 は仕 え ら

れ る た め で な く，仕 え るた め に，受 け る

た め で な く， 与 え る た め に， 自分 の 命

を救 うた め で な く， ほか の人 の た め命

を捧 げ るた め に生 きた の で あ る。 そ の

教 師 は色 欲 よ り も も っ と美 しい愛 に つ

い て ， ま た宝 よ り も貧 し さに つ いて 述

べ た 。 この教 師 は律 法 学 者 た ち の よ う

にで はな く，権 威 あ る者 の よ うに教 え

た と言 わ れ て い る。今 日の世 で は， 多

くの 人 々 が 富 と名 誉 を 求 め ， 「現 わ れ

て は消 えて ゆ く」 哲 学 に よ り支 配．され

て い るが ， こ の教 師 は決 して， 風 が 吹

け ば永 久 に消 えて しま うよ うな 砂 の上

に は もの を書 か な か った こ とを 覚 え て

お こ う。 そ の律 法 は石 の上 に刻 まれ た

の で は な く， 人 の心 に刻 まれ た ので あ

つた。 私 が話 して いる１この教 師 と：は；

４３８

全人類の救い主であり瞭い主である６

神の御子イエス ・キリス トである。

身的な教師は 「われに就きて学

献
べ 」 とい う主 の招 き に応 じて 学

ぶ の で あ る。 ま た彼 らは主 の聖 な る力

を授 か る ので あ る。 私 は幼 い頃 この よ

うな教 師 に教 え られ た こ とが あ る。 私

た ち は 日曜 学 校 の ク ラ スで 教 師 か ら，

地球 の創 造 と ア ダ ムの 堕 落 ， イ エ スの

贈 い の犠 牲 に つ いて 学 んだ 。 彼 女 は モ

ー セ や ヨシ ュア
， ペ テ ロ， トマ ス， パ

ウ ロ， イ エ ス ・キ リス トを主 賓 と して

ク ラス に迎 え た。 私 た ち は その 人 々 に

会 わ な か った が彼 らを愛 し， 敬 う こ と

を学 び， ま た彼 らの よ うに な ろ う と思

った もので あ る。

あ る 日曜 日の朝 ， 彼 女 は級 友 の母 親

の死 を悲 しげ に発 表 したが ， そ の と き

ほ ど感 動 的 で， い つ ま で も忘 れ られ な

い教 え と して残 っ た こ とは なか っ た。

私 た ち は そ の朝 ， ビ リー の い な い の

に気 づ い たが ， 休 ん だ理 由 は知 らなか

った。 そ の 日の レ ッス ンは， 「受 け る

よ りは与 え る方 が ， さ い わ いで あ る 。」

（使徒 ２０：３５） とい う テー マ で あ っ

た 。 レ ッス ンの最 中 に， 彼 女 は本 を 閉

じ， 神 の 栄光 に私 た ち の 目 と耳 と心 を

開 か せ た 。彼 女 は 「私 た ち の ク ラス の

パ ー テ ィー資 金 は い くら あ り ま し た

か 」 と尋 ね た。

ク ラス の雰 囲 気 が 沈 ん で いた の で ，

か え って 「４ ドル ７５セ ン トで す 」 と い

１う返 事 が 元 気 よ ぐ聞 こ えた 。

彼 女 は静 か に提 案 した。 「ビ リ討 の

家 蜘 ま悲 しみ に暮 れ て い ます 。 け さ．家

族 の人 々を 訪 問 して ， 皆 さ．ん の資 金 を

差 し上 げ たち ど うで し ょ’うか 。」 ．

た ち は ３丁 ほ ど歩 い て ビ リｒの

私
家に行き，彼と兄弟たちとビリ

ーの父親とにあいさつ したのを覚えて

いる。特に，彼の母親がいなかったの

が心に残っている。また私は，大切な

パーティーの資金を入れた白い封筒が

教師の手から悲 しみに沈んだ父親の手

に渡されたときの皆の目に光った涙が

忘れられない。私たちは教会堂にかけ

もどった。かつてないほどに私たちの

心は軽 くなり，喜びに満ち，理解が深ま

った。神より霊感を受けた教師は少年

少女に神の永遠の真理について教えた

のである。「受けるよりは与える方が，

さいわいである。」私たちは 「聖書を説

き明して くださったとき，お：互の心が

内に燃えたのではないか」（ルカ ２４：

３２）という，エマオへ向か う弟子たち

の言葉をそのまま自分たちの言葉とし

て言 うことができたであろう。さて，

初めの対話にもどろう。 「僕のお父さ

んは君のお父さんより大きいよ」 「僕

の．お父さんは君のお父さんより頭がい

いよ」「僕のお父さんは医者さ」という

あざけりを聞いてその少年はこのよう

１に答えることができたであろう。 「君

のお父さんは僕のお父さんより大きい

かもしれない。君のお父さんは僕のお

父さんより頭がいいかもしれない。君

のお父さんはパイロットや技師や医者

かもしれない。だけど僕の お 父 さ ん

は，僕のお父さんは教師なんだ。」

私たちひとりびとりがこのようにい

つ も心に忠実な価値ある心掛けを持て

るよう，教師であり，神の御子である，

主イエス ・キリス トの御名によりへり

下．って祈 る。アーメン。、



祈 りによ って

子供を教える

マ リ ア ン ・Ｐ ・ソ レ ン セ ン

男の子はわずか ６歳でしたが， 自分

の目にあふれて くる涙をきまり悪 く思

いました。ほかの子たちは皆運動場で

遊んでいるというのに，自分はお母 さ

んのそばにくっついているのも恥ずか

しいことで した。その子の家族はこの

盆地にきたばか りで，家は学校か らバ

スに乗 ってかなりの所にありました。

お母 さんは最初のその日，一緒に学

校へついて行ったのですか，すぐ帰 ら

なけれぱなりませんで した。男の子は

お母さんの手にしがみついて い ま し

た，お母さんは男の子をがらんとした

学校の構内に連れてゆき，ひとつの教
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室に入って戸をしめました。お母 さん

は男の子の肩に腕をまわして，「天のお

父さまがきょうあなたを助けて下さる

ようにお祈 りしましょうか」 と聞きま

した。その子がうなずいたので，お母さ

んは主が息子を祝福 して下さるように

静かな声でお願い しま した。息子が楽

しい １日を過 ごせ るように，友だちが

見つか るように，耳をすましてよく勉

強できるようにと祈 りました。ほんの

ひと言ふた言で したが，男の子の涙は

止まりま した。学校を出るとき，その

子はお母さんの手を離 していま した。

の静かなひとときは男の子に力こ

と慰めを与えま したが，大切な

教訓を学ぶ機会ともな りました。子供

は，母親が自分のことを心にかけてい

て気持をわかって くれることを知 りま

した。また，助けて くれる人がいない

ようなときに，頼ることのできる方が

あることも知 りました。その子は幼な

いとき，問題が大きすぎて，自分では

どうすることもできないときに，主に

頼 ることの大切さを経験 しました。

４４０

ソレンセン姉妹 は ７人の子供

の母親 で，ハ ンボ ール ド （合

衆 国ネバ ダ州） ステーキ部扶

助協会 会長と して働いている

子供に知ってほしいことを教える最

良の手段は，祈 りであると言えるでし

ょう。おそらく，よ く考えもしないで

機械的に言 う方が，真剣になって祈る

より簡単なために，両親はよくこのす

ばらしい手段を忘れます。子供 のため

あるいは子供に必要なことについて声

を出 して祈るためには，子供のことを

よく知 らなければな りません。それに

は静かな祈 りや黙想が必要です。

子供たちには実際に声を出 して祈 る

経験が必要です。子供が順番に感謝や

家族全体に必要なことを表現する家族

の祈 りが，それにうってつけです。 し

か し大家族では，父親や母親が心の思

いを述べて子供たちに祈 りの模範を示

す機会が少なくなるかもしれません。

おそらくは，祈 りによって子供を教え

る時間が充分取れるように，両親の祈

りの方に重きを置 くようにするとよい

で しょう。

とつの注意 として，子供はだれひ

よりも早 く嘘を見破 ります。で

すからただ言葉だけで祈 るのではな く

みたまの促 しを待 って祈 って下 さい。

いつもの場所に家族そろってひざまず

き，天父に呼びかけるとき，家族の上

にみたまが降 りるのを感 じることがで

きます。子供は話では聞かないような

こ とで も， この よ う な祈 りの 中 で の 助

言 や注 意 は聞 くで し ょう。 そ れ は 「た

くさ ん の祝 福 」 に感謝 す るだ けで な く

個 々 の原 則 や 祝 福 に対 して両 親 が子 供

に証 を述 べ る機 会 で す 。

あ る家 族 は， ジ ョセ フ ・フ ィール デ

ィン グ ・ス ミス大 管 長 死 去 の ニ ュー ス

を聞 いて す ぐあ と にひ ざ まず き祈 りま

した。 父 親 が ， この 立 派 な 予言 者 の 時

代 に い あ わせ た こ とを感 謝 し， 今 ま で

のす べ て の 予 言者 と特 に ハ ロル ド ・Ｂ

・リー大 管 長 の こ とを 主 に感 謝 しま し

た。 彼 は子供 た ちが新 しい大 管 長 の こ

とを よ く知 って ， そ の教 え を学 ぶ よ う

に祈 りま した 。彼 は祈 りま した。 「お

父 さ ま， この す ば ら しい子 供 た ち が予

言 者 に従 う人 た ち に従 い， リー大 管 長

が な さ らな い よ うな こ とは決 して しな

い よ う に， ど うぞ祝 福 して下 さ い 。」

家族 の祈 りに子 供 た ち の注 意 を ひ き

つ けた い と きは， 祈 りの 中 で名 前 を あ

げ る よ うに して ご らん な さ い。 母 親 は

「き ょう メ ア リー は よ くお手 伝 いを し

て くれ ま した。 お手 伝 いが 上 手 にな っ

た こ とを感 謝 します 」 と言 うこ とが で

き るで し ょう。 そ の子 そ の子 に応 じた

こ とを言 うので す が ， 必 ず 肯 定 的 な 表

現 を 使 って下 さ い 。「お 父 さま，私 た ち

は ジ ョ ンが 怒 りた い気 持 を 抑 え よ う と
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一生懸命努力しているのを知っていま

す。ジ ョンが立派に成長 していること

を感謝いたします。そしてお父さまの

助けを感謝いたします。どうぞジョン

を助けてあげて下さい。どうぞジョン

を祝福 して，私たちがジョンを怒 らせ

ずに愛と親切を示 して助けてあげられ

るように私たちも祝福 して下さい。」

両親は祈 りの中で，子供への正しい

希望を述べます。みたまの励ま しがあ

って，子供たちが聖典を学び，伝道や

神殿結婚の準備を し，やって くる誘惑

に打ち勝つ力を得たいと思 うようにと

主に願 うのです。

子供それぞれに今何が必要なのかを

知 るには，子供たちの心の観察と自分

ひとりの祈 りが多 く必要とされます。

そのようにして準備 した母親な らば，

良 くない振舞いの原因を知って，難 し

い時期にも忍耐をもって子供を理解 し

てあげることができるでしょう。悩み

を持つ子供をふたりきりになれる所へ

連れて行き，その子に必要なことを一

緒に祈 り求めるな らば，母親は子供に

人生の目的とは何かを教えてあげるこ

とができます。言葉ではなかなか言い

表わせない気持が祈 りの精神によって

表現できるとき，その子に母親の愛が

示されます。

りを始ある一番簡単な方法は，

祈
感謝を述べることですみ 「天の

お父さま，』この良い娘を私たちにさず

けて下さいましたことを感謝いたしま

す。娘をよく知 り，この世の生涯で娘

を助けてあげ られるように，どうぞ私

たちを助けて下さい。私は忙 しいとき

が多いですが，・もっと喜んで娘の話を

聞き，お説教や批判をせずに聞いてあ

げられますように。娘を心か ら愛 して

いることを良い方法で伝えることがで

きますように，また娘に必要なことを

理解できますように助けて下さい。そ

して天のお父さま， どうか娘が齢以上

の知恵を持 ち，私の欠点を許 し私か ら

の愛を受け入れてくれるように祝福 し

て下 さい。この世 において，私 も娘 と

同じ子供であることを知 ってくれるよ

ケに導いて下さい。そして私たちが困

難なごとに遭って もお互いに助け合え

ますように。」

両親がひそかに行なう祈 りもな くて

はなりません。 しか しいつも秘密にし

すぎて，子供に父母は祈 らなくても大

丈夫なんだなと思わせ るようであって

はいけません。父や母がひざまずいて

問題の答えを求めて祈 る姿を，子供が

時々見かけるようであってほしいもの

です。何を祈 っていたのか聞かれた と

きには， 「レッスンの準備で神さまの

助けが必要なの。それで助けて下さる

ようにお祈 りしたのよ」と簡単に答え

ます。

両親は，すべての問題に解決を急 ぎ

すぎてはいけません。 「私 はあなたに

どう助言 したら良いか本当にわからな

いの。時間をちょうだい，お祈りして

みるから」と子供に言って下さい。本

当は知 らないくせに大人はどんな答 え

も知っているふ りをすると，十代の子

供は大人をよく批判 します。問題を理

解せず，性急に助言やありきたりの忠

告を与えると，子供にそう思われて し

まうのです。若い人たちは，みたまの

導 きがなければ；大人でも道を見失っ

てしまうことがあることを知 らなくて

はなりません。

子供を立派に育てること以上に大き

な責任は，両親にありません。私たち

のまわりにいる問題を持つ家庭を見れ

ばわかるように，両親だけでは問題に

対処できません。ひざまずいて謙遜に

祈るときこそ，家族が最も一致 し，み

たまと調和するときです。両ｉ親はこの

すば らしい神聖な時間を使って，証を

述べ，愛を語 り，教え．ることができま

す。一 祈 りを通 して。
し、

４４１
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ホ ー ム ・テ ィ ー チ ャ ー の 責 任

第 二 副 管 長 マ リオ ン ・Ｇ ・ロム ニー

ホ ー ム ・テ ィー チ ング は， 人 々 に福 音 を教 え， 実 践 を促 す

３つ の面 を持 った 主 の プ ロ グ ラ ムの 中 で 何 に も凌 賀 され な い

大 切 な もの で あ る。

主 は人 々 に教 え る に あた って まず 予 言 者 に福 音 を あ らわ さ

れ た 。 モ ル モ ンに よ れ ば， 神 御 自身 と神 か らつか わ され た御

使 いが ， 「主 の 選 び た も う者 に キ リス トの御 言 葉 を伝 え， そ

の 者 た ち に キ リス トの 事 を証 させ る… …」 の で あ る。

モル モ ンは続 けて 言 う。 「主 な る神 が この よ うに 天 使 らを

使 い た も うに よ って ， 右 の選 ばれ た者 以 外 のす べ て の 世 人 も

キ リス トを 信 じて そ の心 に聖 霊 を 受 け る こ とあ で き る道 が 備

え られ るの で あ る。」 （モ ロ ナ イ ７ ：３１， ３２）

この方 法 に沿 って ， 主 は 最 初 の 伸 潅 寺代に アダ ムに 福 音 を

あ らわ し， この最 後 の 神 潅 時 代 に も予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

に あ らわ さ れ た ので あ る。 主 は 同様 に ア ダ ムの 時代 と予 言 者

ジ ョセ フの 間 の 他 の す べ て の 神権 時代 の予 言者 に も福 音 を あ

らわ さ れ た 。

主 は人 々 に教 え る に あ た って第 ２に， 両 親 が 子 供 に福 音 を

教 え る こ とを求 め られ た 。 アダ ムに は こ う言 わ れ た。 「… …

わ れ汝 に一 つ の誠 命 を与 えて これ らの事 を汝 らの子 らに 自由

に 教 え しむ 。」 （モー セ ６ ：５８）

主 は後 の 神 権 時 代 で も， 必 ず 同 様 の 戒 め を 与 え て お ら れ

る。 この 最 笈の 神 権時 代 の初 期 に主 は言 われ た。

「… … シオ ン また は組 織 せ られ た る シオ ンの ス テ ー キ部 内

に て子 供 を 有 す る両 親 あ らば ， そ の子 供 八 歳 の 時， 悔 改 め，

生 け る神 の 子 キ リス トの 信仰 ， バ プ テス マ と按 手 に よ る聖 霊

の 賜 な どの教 義 を教 えて理 解 せ しめ ざ れ ば， 罪 そ の両 親 の頭

に留 るべ し。

お よ そ シ オ ン， また は そ の 組 織 せ られ た るス テー キ部 内 に

住 め る者 の律 法 はか くの如 し。 … …

ま た両 親 は そ の子 供 た ち に祈 る こ と と， 主 の前 に 正 し く歩

む こ とを教 え ざ る べ か らず 。」 （教 義 と聖 約 ６８：２５， ２６， ２８）

しば ら くして ，主 は指 導 的 な 立場 に立 つ一 部 の兄 弟 に， 戒

めを 受 け た に もか か わ らず子 供 た ち を 「光 明 と真 理 」 の うち

に育 て て いな い こ とを 責 め ， 今 な お この罪 に定 め られ て い る

と指 摘 され た 。 （教 義 と聖 約 ９３：３９－ ５０参 照）

主 は人 々 に教 え る につ い て 第 ３に そ の 責任 を教 会 に課 せ ら

れ た。 教 会 は この 責 任 を 果 た す た め 数 多 くの 組 織 や 機 関 を設

け， い ろ い ろ な活 動 を実 施 して い る。 神 権 定 員 会 ， 神 権 会 ，

聖 餐 会 ， 系 図 や神 殿 の仕 事 ， 福 祉 活 動 ， 伝 道 活 動 教 会 が 経

営 す る学 校 ， イ ン ス テ ィチ ュ ー ト， セ ミナ リー，補 助 組 織 と

そ の活 動 な ど が そ れで あ る。

教 会 は ま た両 親 が家 庭 で 福 音 を教 え る のを 奨 励 す るた め ，

毎週 の家 庭 の夕 べ で活 用 で き るす ぐれ た テ キ ス トを発 行 して

い る。
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神権者にとって，もう十分働いた， と言える

ときは決してないのである。そのようなとき

は将来も決して来ないだろう。

上 に数 多 くの プ ログ ラムや 活 動 を あげ た が ， 委 一 ム ・テ ィ

ー チ ング は入 っ て い な い
。 なぜ だ ろ うか 。 それ は ホ ー ム ・テ

ィー チ ング が他 の もの と明 らか に違 っ た もの で あ るか らで あ

る。私 た ち は この こ とを承 知 して い な けれ ばな らな い。 ホ ー

ム ・テ ィー チ ング は福 音 の特 定 の原 則 や特 定 の 教 会 活 動 に限

定 され る もの で は な い。 神 の命 に よ って ， ホ ー ム ・テ ィー チ

ング は， 家 庭 と教 会 のす べ て の プ ログ ラム を支 持 し，福 音 を

教 え る活 動 を助 け よ う と して い る。

そ れ で は ホ ー ム ・テ ィー チ ング と は一 体 何 だ ろ うか 。

ホ ー ム ・テ ィー チ ング は正 し く行 な われ て い る限 り， 各 会

員 の家 庭 に神 か ら召 され た ２名 の神 権 者 を 送 る制 度 で あ る。

この神 権 者 は権 能 の あ る神 権 指 導 者 と監 督 に よ って 召 され 奉

仕 す るの で あ る。 この神 権 者 で あ る ホ ー ム ・テ ィー チ ャ ー は

主 イ エ ス ・キ リス トを代 表 して 各 会 員 の福 祉 を 見 守 り， す べ

て の会 員 が家 族 の一 員 ， お よ び教 会 員 と して 義 務 を 果 た す よ

うに激 励 し， ま た霊 感 を与 え る重 大 な しか し栄 光 に輝 く責 任

を負 って い る。

ホ ー ム ・テ ィー チ ャー の具 体 的 な責 任 を あ げ てみ る と次 の

よ うな もの が あ る。

まず 第 一 に最 も大 切 な こ とは， いつ も聖 霊 の 導 き を受 け ら

れ る よ うな生 活 を し， ホ ー ム ・テ ィー チ ング の責 任 を果 たす

に あた って は， 聖 霊 の霊 感 に従 って行 動 す る こ とで あ る。

第 二 に， す べ て の 会員 が各 自の分 を果 た して 家 庭 を真 実 の

末 日聖 徒 の もの にす るよ う勧 め， ま た鼓 舞 す べ きで あ る。

一 つ 一 つ あ げ れ ば 次 の よ うな ものが あ る。 まず 両 親 が 神 殿

で 結 び 固 め られ て い る こ と， 誓 約 の も とに生 まれ て い な い子

供 た ちが両 親 に 結 び 固 め られ る こ と， 今 か ら行 な われ る結 婚

は 神殿 で行 な わ れ る こ と， 朝 晩 家 族 の祈 りを捧 げ る こと， 同

様 に個 人 の祈 り も確 実 に捧 げ る こ と， 福 音 の標 準 と実 践 につ

い て も理 解 し， 取 り入 れ る こ と， 家 庭 の夕 べ を 毎 週 開 いて 提

供 され た レ ッス ンを活 用 して い る こ と， 啓 示 の教 え る と こ ろ

に従 って子 供 を祝 福 し， バ プ テス マを施 す こと， 神 権 の 聖 任

を 受 け る用 意 が で きて い て， 正 しい 時期 に受 け る こと， 神 権

者 は神 権 会 に 出席 す る こ と， 毎 週 欠 か さず 聖 餐 会 に出 席 して

い る こ と，教 会 が 各 個 入 の 物心 両 面 の成 長 の た め に設 けて い

る組 織 と活 動 に各 自参 加 して い る こ と。

ホ ー ム ・テ ィー チ ャー は愛 の精 神 か ら喜 ん で ， 強 い られ る

こ とな く家 族 や， 家 族 各 員 の必 要 と希 望 に応 えな けれ ば な ら

な い。 ま た 同様 に監 督 や神 権 指 導 者 の指 示 に従 わ な け れ ば な

らな い。

ホ ー ム ・テ ィー チ ャー は， 神 権 指 導 者 が 監 督 と相 談 し， 承

認 を得 た後 ， 神 権 指 導 者 か ら召 され ，神 の委 任 を受 け て い る

の で あ る。 ホ ー ム ・テ ィー チ ャー を導 く もの は， 教 会 幹 部 が

大管 長 会 の指 導 の下 に進 め指 示 して い る ホ ー ム ・テ ィー チ ン

グプ ロ グ ラ ムで あ る。 しか し この制 度 と実施 の責 任 は上 記 の

主 の僕 が 思 い つ い て始 め た もの で は な い。 これ は主 御 自身 の

意 志 に端 を 発 して い て ，主 か ら啓 示 され た もの で あ る。

ホ ー ム ・テ ィー チ ン グを 行 な う責 任 は ， メル ケ ゼ デ ク神 権

あ るい は ア ロ ン神 権 の 中 の教 師 と祭 司 の職 に召 され る とき に

付 随 して 与 え られ る責 任 で あ る。 す べ て の神 権 者 は 「神 権 に

つ け る誓詞 と誓 約 」 に 沿 って 召 しを尊 び ， よ く果 た そ う と思

えば ， 正 式 に 割 り当 て られ た と きす ぐに ホ ー ム ・テ ィー チ ン

グの 召 しに応 え る責任 が あ る。主 は教 義 と聖 約 ２０章 で こ う述

べ て お られ る。 「使徒 は長 老 に して …教 会 を守 護 …す る こ と

を 以 て そ の天 職 とす 。」 （３８，４２， ４４節 ）

「祭 司 の 義 務 は
， … 各 会 員 の 家 庭 を訪 れ て ，彼 らが声 を挙

げ て もひ そ か にて も祈 りを 為 し， す べ て家 庭 の務 め に い そ し

む よ う勧 めを な す な り。」

「す べ て これ らの義 務 に 於 て ，祭 司 は も し必 要 あ らば長 老

を 助 くべ き もの とす 。」 （４６，５１， ５２節 ）

祭 司 は 各 会 員 の 家 を訪 れ て， 祈 り とす べて の家 庭 の務 め に

いそ しむ よ う に勧 め て ，長 老 を 助 け るよ うに とい う この文 は

「教 会 を 守 護 す る」長 老 の 責任 の 中 に上 記 の事 柄 も含 ま れ て

い る こ とを示 して い る。 この文 は ま た祭 司 の責 任 を も具 体 的

に記 して い る。

「教 師 の 義 務 は 常 に教 会 員 を 守護 し， 彼 ら と共 に あ りて彼

らを 強 くす べ き もの とす 。
し

ま た教 会 員 の 中 に邪 曲 な きよ う，互 い の 間 に頑 固 な る こ と

４４３



、

神権者各自がホーム ・ティーヂングに関してキ リス トの武

具を身につけるときは正に今である。神の人らしく立ち上

が り，必要の度ごとに鼓舞する義務を果たすべきである。

の な き よ う， ま た虚 言 ， 蔭 口， 悪 口 な ど も な き様 注 意 す べ き

もの とす 。

ま た教 会 員 の しば しば集 会す る こと を はか り， ま たす べ て

の 会 員 に そ の 義務 を つ くす よ うに な さ しむ 。」 （５３－５５節 ）

主 は 使 徒 の 時 代 の教 会 に も同様 の責 任 を与 え た も うた に違

い ない 。 ペ テ ロは 次 の よ うに記 して い る。

「そ こで
， あな た が た の うち の長 老 た ち に勧 め る。 わ た し

も， 長 老 の ひ と りで ， キ リス トの苦 難 に つ い て の 証 人 で あ

り， ま た， や が て 現 れ よ う とす る栄 光 に あ ず か る者 で あ る。

あ な たが た に ゆだ ね られ て い る神 の 羊 の 群 れ を 牧 し な さ

い 。しい られ て す るの で は な く，神 に従 って 自 ら進 んで な し，

恥 ずべ き利 得 の た め で は な く， 本 心 か ら， それ を しな さい 。

ま た， ゆ だ ね られ た者 た ち の上 に権 力 を ふ る うこ とを しな

い で， む し ろ， 群 れ の模 範 とな るべ き で あ る。

そ うす れ ば， 大 牧 者 が 現 れ る時 に は， しぼむ こと の な い栄

光 の冠 を 受 け るで あ ろ う。」 （１ペ テ ロ ５ ：１－ ４）

大 切 な こ とは ホー ム ・テ ィーチ ング が神 か らの召 しで あ る

と い うこ とだ けで な く， メル ケ ゼ デ ク神 権 者 と祭 司 お よ び教

師 に共 通 の 召 しで あ る と い う こ とで あ る。

教 会 の責 任 に召 され て いて ホ ー ム ・テ ィーチ ング を免 除 さ

れ た神 権 者 が い るか ど うか 聖 典 を 繰 って み た が ， ぞ の よ うな

神 権者 は ひ と り もい な い こ とが わか っ た。 大 管 長 会 の 署 名 が

入 った ホー ム ・テ ィー チ ング の手 引 き に は次 の よ う に記 され

て い る。 「ホー ム ・テ ィーチ ング の先 輩 同僚 に は， ふ さ わ し

い長 老 ， 七 十入 ，大 祭 司 を 召 す。 … …監 督 は後 輩 同僚 に メル

ケゼ デ ク神 権 者 か ア ロ ン神 権 者 を 召 す こ とが で き る。」

１９１４年 ４月 の 大 会 で ジ ョセ フ ・Ｆ ・ス ミス大 管長 は， ホ ー

ム ・テ ィー チ ングを 特 に取 りあげ て 次 の よ うに 言 わ れ た 。

「最 近 私 た ち は次 の こと に注 意 を 喚 起 した
。 そ れ は， 教 会

で長 い 間働 い て き た一 部 の人 が ， 実 に あ る人 は 教 会 の 中 で生

ま れ育 って神 権 定 員 会 で高 い地 位 につ いて い る に もか か わ ら

ず ， 会 長 や そ の 人 の住 む地 域 の監 督 か ら， 聖 徒 た ちを訪 れ 福

音 の 原 則 を 教 えて ，教 師 と して の義 務 を果 たす よ う要 請 され

る と， そ の よ うな 召 しは と うの昔 に卒 業 して い るか ら今 さ ら

４４４

教 師 と して 働 く責任 は 断 わ る， と冷 淡 な返 享 を して い る こと

で あ る。 チ ャ ール ズ ・Ｗ ・ペ ン ロ ーズ 兄 弟 は８２歳 で あ る。 私

は間 も な く７６歳 にな ろ う と して い る。 私 は上 の よ うな小 神 権

の 義 務 を卒 業 した 兄 弟 た ちよ り年 上 で あ るが， 召 され れ ば私

た ち は一 人 残 らず ま だ ま だ この年 で も教 師 と して働 け る と先

程 の兄 弟 た ち と会 場 の皆 様 に 申 し上 げ た い。 末 日聖 徒 イ エ ス

・キ リス ト教 会 の神 権 者 に と って ， も う十 分働 い た， と言 え

る と き は決 して な い ので あ る。 そ の よ うな と きは将 来 も決 し

て来 な い だ ろ う。 生 命 の 続 く限 り， ま た シオ ンの建 設 と人 類

の福 祉 の た め に尽 く し， 働 く能 力 が あ る限 り，私 た ちは義 務

の 大 小 にか か わ らず 求 め られ る こ とを 喜 ん で て きぱ き果 た す

べ きで あ る。」 （「福 音 の教 義 」第 １巻 Ｐ．２２８， ２２９）

教 会 が組 織 され て 間 もな い初 期 の頃 ， 兄 弟 た ちが この 責任

を どれ くらい真 剣 に 文字 ど お り行 な っ て い たか を示 す た め，

次 の ウィ リア ム ・カ フー ン長 老 の言 葉 を 引用 しよ う。 カ フ ー

ン長 老 は ホ ー ム ・テ ィ ーチ ング の 責任 を 明 らか に した啓 示 が

与 え られ て か ら ６ヵ月 半 た った １８３０年 １０月 ！６日に教 会 に加 入

して い る。

「私 は ワ ー ド ・テ ィーチ ャ ー とな って聖 徒 の 家族 を訪 れ る

よ うに召 され ， 任 命 され た 。 責 任 は 立 派 に 果 た せ て い た が，

予 言 者 の家 を訪 問 しな けれ ばな らな い こ とに気 が つ い た 。 ま

だ １７歳 の若 さ で あ った ので 〔ウ ィ リア ム ・カ フ ー ンは １８１３年

生 ま れ で あ った〕， 私 は教 捕 と して 予 言者 の 家 を 訪 問 す るの

が こわ く感 じ られ た。 そ して， この責 任 を返 上 しよ う と さえ

考 え始 め た 。〔私 も小 さ い頃 ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス 大 管 長 の

家 の ワ ー ド ・テ ィ ーチ ャー に任 命 され た ことが あ るの で この

少 年 の気 持 が よ くわか る。〕しか し結 局予 言 者 の家 に行 って ノ

ッ クす る と予 言 者 はす ぐ戸 口に 出 て きた 。私 は そ こに立 ちつ

く して， ふ る え なが ら言 った 。 「ジ ョセ フ兄 弟， ワー ド ・テ

ィー チ ャー と して お伺 い しま した 。 お差 支 え な け れ ば お じゃ

ま した い ので す が 。」彼 は答 え た。 「ウィ リア ム兄 弟， ど うぞ

お 入 り下 さい 。 よ く来 て下 さい ま した。 その 椅 子 に腰 か け て

下 さい 。今 家族 を 呼 ん で き ます か ら。」

程 な く家族 が入 って きて す わ った。 予 言 者 は 「ウ ィ リア ム



「ジ ョセ ブ兄弟， ワー ド ・テ ィー ヂ ャーと して

お伺 い しま した。 お差支えな けれ ばお じゃま し

たいのですが」 と少年 は言 った。

兄 弟 ， さ あ私 も家 族 も謙 遜 に 正 直 な 気持 で集 ま って い ます 』

と言 って す わ った 。 ｒど うぞ 聞 こ う と思 う こ とを皆 たず ね て

下 さ い 。』

恐 れ もふ る え もと ま って い た 。 そ こで私 は言 った。 「ジ ョ

セ ブ兄 弟 ， あ なた は 自分 の 信 仰 を 実 践 す る努 力 を して い ま す

か 。』

彼 は答 え た。 「は い 。」

そ こ で私 は， 『家 族 と一 緒 に 祈 って いま す か 』 と聞 い た 。

彼 は 『は い」 と答 えた 。

『家 族 に福 音 の 原 則 を教 え て い ま す か 。』

『は い， 教 え る よ う努 力 して い ま す 。』 彼 は答 え た。

『食 事 の前 に祝 福 して い ま す か 。」

「は い 。」

『家 族 と仲 よ く平和 に暮 ら して い ます か 。』

彼 は仲 よ く暮 ら して い る と答 え た 。

私 は予 言 者 の 妻 エ マ姉 妹 の 方 を 向 い て 言 った 。『エ マ姉 妹 ，

姉 妹 は信 仰 に 忠 実 に生 きよ う と努 め て い ま す か。 子 供 に は両

親 に従 うよ う教 えて いま す か 。祈 る よ うに教 えて い ます か 。』

この 質 問 に エ マ姉妹 は， 「は い， そ うす るよ うに努 力 して

い ます 」 と答 え た。

次 に私 は ジ ョセ ブ兄 弟 の方 を向 いて 言 った 。 「ワ ー ド ・テ

ィー チ ャー と して質 問す る こ とは全 部 す ませ ま した 。 今 度 は

私 に何 か忠 告 が あれ ば お っ しゃ って 下 さい 。」

彼 は言 っ た。 『神 が あな た を祝 福 され ま す よ うに 。 あ な た

が 謙 遜 で あ って 忠 実 で あ れ ば ， ワー ド ・テ ィー チ ャー と して

働 くと き に直 面 す る あ らゆ る問 題 を解 決 す る力 が得 られ るで

し ょ う。』

そ こで私 は ワー ド ・テ ィー チ ャー と して 予 言 者 と家族 の上

に祝 福 が あ る よ うに言 って ， 別 れ を 告 げ た 。』．（「ジ ュブ ニ ー

ル ・イ ンス トラ クタ ー」 ２７巻 ， Ｐ．４９２）

大 管 長 は代 々常 に ホ ー ム ・テ ィー チ ン グを真 剣 に 考 え て き

た 。

マ ッケ ィ大 管 長 は こ う述 べ て い る。 「ホ ー ム ・テ ィ ー チ ン

グは， … … 神 の子 供 た ち を育 て， 導 き， 霊 感 と助 言 を 与 え る

た め の最 も大 切 で， 最 も報 い の あ る機 会 の一 つ で あ る。 … 神

聖 な務 め で あ り， 召 しで あ る。 す べ て の家 庭 ， す べ ての 人 の

心 に， 神 か ら与 え られ た霊 感 を もた らす こ とが ， ホ ー ム ・テ

ィー チ ャー と して の義 務 で あ る。 この業 を愛 して 私 た ちの最

善 を 尽 くす な ら， 神 の 子供 た ち を教 え る献 身 的 な教 師 と して

私 た ちに はか り知 れ な い 心 の 安 らぎ と喜 び， 満 足 が も た ら さ

れ るで あ ろ う。」 （「ホ ー ム ・テ ィー チ ン グの手 引 き」 序 文）

神 権 者 各 自が ホ ー ム ・テ ィー チ ング に関 して キ リス トの武

具 を完 全 に身 に つ け る と き は正 に今 で あ る と私 は 感 じ て い

る。神 権 者 は神 の人 ら し く立 ち上 が り， 守 護 す る よ うに 任 さ

れ た会 員 の家 庭 をす べ て 必 要 なだ け訪 問 し， 各 会 員 に主 が 望

ま れ るよ うな生 活 をす る よ う勧 め， 鼓 舞 す る義 務 を 果 た す べ

き で あ る。

主 か ら 「良 い 忠 実 な僕 よ， よ くや った」 と お ほ め の言 葉 を

い た だ け るほ ど この 召 しを果 たす た め に は， ひ とつ の 義 務 と

して果 たす だ け で な く， 愛 す る救 い主 の真 実 の 精 神 に沿 って

献 身 的 な愛 か ら， ま た お互 いの 永 遠 の生 命 を 心 か ら願 って 尽

くす の で な けれ ば な らな い。

麟 ．
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彼女は背が小さく丸ぽちゃでかなり

不器量だった。そのため若 くて向こう

見ずな私たちはいつも彼女をからかっ

ていた。

無論私が一番のい じわるだった。彼

女の歩き方から話 し方，顔のいろいろ

な表情や手の動かし方にいたるまで細

部にわたって覚え込み， こもるような

話 し振 りや訥々とした独特の言いまわ

しを，ほぼ完壁に真似することができ

た。 リバシ夫人はフランス語文法を支

離滅裂に使うことにかけては並ぶ者が

な く，２０年 も前にイタリアか ら移って

きたというのに，言葉には故国語の抑

揚 とはねるような調子が抜けきらない

ため 「ほぼ完壁」 と言ったのである。

私たちが彼女を見るのは， ラ・バテ

ィー ・ローランというめったにない名

前の村のアンジュリン叔母の家へ出か

ける毎年の夏休みの数 ヵ月間だけだっ

た， この村は蔦っぼけで名 もない汽車

さえ通 らない村だったが，私たち子供

異国人
（フ ィ ク シ ョ ン）

ジ ェ ー ン ・ ル ー テ ィ ス ・ハ ウ ザ ー

に と って は そ の 音 と匂 い と色 彩 の すべ

て が しあわ せ そ の もの だ った 。 ラ ・バ

テ ィーの夏 はい つ もす ば ら しか った。

叔 母 は私 た ちを とて も甘 や か した し，

「町 の 人 た ち」 とい うの で
， 私 た ち は

き ま って 関 心 の 的 とな った。

そ れ に ア ンジ ェ リ ン叔 母 は， 村 で は

風 変 りな 人 物 で 通 って い た。 若 い とき

に イ ン ドや 中 国 とい う遠 い 国へ の旅 行

を や って の け た の で， 珍 重 す べ き変 人

とい う レ ッ テル を張 られ て い た。 叔 母

の 家 は 小 さ くき れ い で， 数 々 の旅 行 の

記 念 品 が い っぱ い あ った。 子 供 の 目 に

は， ど こに足 を踏 み入 れ て も新 しい冒

険 や新 しい発 見 ばか りだ った 。

ア ンジ ェ リ ン叔 母 の仲 間 は， ７匹 の

い ば り くさ った猫 と数 匹 の うさ ぎだ け

だ った。 猫 は愛 垣 用 で うさ ぎ は料 理 用

だ った。

小 さ な リバ シ夫 人 は叔 母 の す ぐ隣 の

道 に面 した ひ と間 の 家 に住 ん で い た 。

そ の １部 屋 は い ろ い ろな 用 途 に使 わ れ

て い た。 台 所 ， パ ー ラー，寝 室 ，書 き

物 をす る場 所 ， ヤギ の寝 場 所 。

あの 夏 ， 私 た ちは 自分 か らで は な く

強 制 的 に ラ・バ テ ィー へ行 か せ られ た 。

そ の年 に， 私 は１７才 の年 頃 特 有 の と り

す ま した気 取 り屋 に な って いて ， 世 な

れ た 自分 は 田舎 に は向 か な い， も う田

舎 に行 って貴 重 な時 間 を浪 費 す る こと

はやめよう，と自分に言い聞かせてい

た。ところが戦争やマルセイユへの激

しい爆撃のため，私の全計画は １８０度

の変更を強いられた。

ラ ・バティーでの初めの １ヵ月は何

事もな く過ぎたが，連合軍が南へ くだ

るにつれ，戦闘は激 しさを増 していっ

た。 ドイツ軍は退却 しながら鉄道の線

路や橋を破壊 したので，マルセイユと

の連絡はすべて途絶えた。父と私たち

との連絡や，農民との唯一の取引き手

段である砂糖や米や油や石けんの補給

が不可能になった。そのときまで農民

は孝いがい喜んで私たちと取引きをし

たが，手持ちの品が底をつ くと彼 らの

気持 も離れていった。突然に村中が奇

妙な病気に襲われたようだった。植物

は成長をやめ，鶏は産卵をやめ，うさ

ぎは子を産まなかった。村人の顔 も家

々の戸口もぴ しゃっと冷ややかに閉じ

られた。

そんな日が ２， ３週間続いたある日

私たちはマルチン家で前の日の午後豆

の収穫があったと聞き， １ポン ドでも

２ポンドで も売ってもらえたらと，彼

の農場へ急いだ。マルチン氏 は他の農

夫と同じように現金には興味がな く，

物を交換するだけだった。私たちのタ

イミングが悪かったに違 いない。とい
し

うのは私たちが彼の農場についたとき
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、

彼 が 昼 寝 を した が って い た こ とは だれ

の 目に も明 らか で， 豆 は売 らな い と そ

っ けな く断 わ られ た の で あ る。 そ こで

恥 ず か しが り屋 の母 が あ りた け の勇 気

を 奮 い 起 こ して ，収 穫 のす ん だ畑 に行

って見 つ か る もの を拾 って よ いで し ょ

うか と許 しを乞 うた。

，，！年 で も最 も暑 い時 期 だ っ た はず で

あ る。 そ ん な時 間 に外 へ 出 る の は無 鉄

砲 な町 の人 間 く らいで あ ろ う。 空気 は

重 苦 し くま と わ りつ いて ， 虫 の子 ひ と

つ 見 られ な か った こ とを 覚 え て い る。

土 は厳 しい暑 さで ひ び が 入 り，深 い み

ぞ が で きて いた 。 そ の よ うに蒸 し暑 い

中 で ，私 た ちは 膝 を つ き， ひ とつ ， ひ

とつ， ま た ひ とつ と しな び た豆 を 集 め

始 め た 。動 作 は す ぐの ろ くな って ，疲

れ が極 限 に達 し，私 た ち は地 面 に へ ば

りつ い て畝 か ら畝 へ は い歩 いた 。

焼 けつ くよ うな地 面 に うつ ぶせ って

い る妹 や 母 を 見 た と きに私 の胸 に突 き

上 げ て きた深 い 悲 しみ は， とて も表 現

で きな い。 今 に な って もあ の とき の こ

とを思 い 出 す に つ け， や りきれ な い心

の 痛 み を 覚 え る。妹 の顔 の真 剣 さ は幼

な い子 と して は尋 常 一 様 で な く・ 私 は

彼 女 が こ との大 切 さ を知 って い るの を

見 て と った。 豆 集 めの 間 中 ，私 た ちは

た め息 も不 平 も出 さず 終 始 無 言 だ っ

た 。 私 た ち は暗 黙 の う ちに す べ て を 了

解 して いた の だ った 。

私 は 初 め て ，母 が ひ ど く痩 せ て や つ

れ た こ とに 気 づ い た 。食 事 ど きに は，

子供 に た くさん食 べ させ よ う と して お

なか の す か な い振 りを して い た こ とを

思 い出 し， 胸 が痛 ん だ 。私 は そ れ ま で

気 が つ か ず にわ が ま ま だ った こ とを後

悔 す る気持 で い っぱ い に な った。

あ ごは 土 に ま み れ， ぎ らぎ らと照 り
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つける太陽が目を射 り，汗が泥だらけ

の顔に跡を引いて流れ るまま腹ばいに

なっていると，屈辱的な経験をさせた

マルチン氏のことが心に浮かび，私は

一生でたった一度，心の底から彼をさ

げすんだのである。

私たちは足のつま先か らまつ毛まで

灰色に汚れ，やっとのことで苦 しい労

働の末に５ポンドの豆を集め終り，我

家に向かった。その途中で リバシ夫人

の家のわきを通らなければならなかつ

た。母が リバシ夫人は昼寝をしていて

くれたらいいのにと言 ったのを思い出

す。私たちは恐ろしい恰好だったか ら

である。しかし夫人は私たちを見て ド

アの所にすっ飛んで来て叫んだ。 「ま

あ，かわいそうに／ どうしたという

の。」それは，私たちが孤独な長い １カ

月間に初めて見た同情の仕草だった。

彼女のやさしい声がこらえていた感情

に火をつけたに違いない。私にはくや

しかったが，母はわっと泣き出した。

リバシ夫人は，やさしくしっか りした

態度で母をひと間きりの家へ通 した。

丸っこい体に似合わずきびきび した

動作で，彼女は私たちに食事を運んで

きた。ヤギ乳のチーズ，焼きたてのパ

ン，井戸か ら汲んだ水，あのようにお

いしい食事は決 して二度と味わえない

だろう。私たちの不運を話 して聞かせ

なが ら母もリバシ夫人も泣いていた。

情け深い夫人はそれから自分の持 って

いる物を皆私たちに くれた。私たちが

食料の代金を払おうとすると彼女は不

審そうな顔をした。結局私たちは彼女

の気分を害 さないために好意をそのま

ま受けるしかなかった。

どれだけそこにいたかは覚えていな

い。覚えていることと言えば，そこを

要

離れた くない，動きたくないと思った

ことだけである。私たちのまわ りの部

屋はきちんと片づき，真新 しかった。

私はそれまで夫人の欠点ばかりを捜 し

ていた。彼女の家がどんなにきれいに

磨かれており，彼女がどんなに魅力あ

る人かということに，どうして気づか

なかったのだろう。 リバシ夫人 と母は

部屋にひとつ しかない窓の所に童’んで

腰かけ，低い声で話を していた。妹は

テーブルを立 ってヤギを熱心にながめ

私はひとりで思いにふけった。考える

ことはた くさんあった。拭い去 らな く

てはならない多 くの偏見があった。私

はこの数時間で非常に多 くのことを学

んだ。それは一生の勉強だったのだろ

うか。

自分の国の人がみんな立派ですばら

しいわけではなく，美徳は限 られた階

級の人々や一国の人だけにあるのでは

ないことを苦 しい中で悟って，私 は大

人になった。教育に欠けることが心の

豊かさや理解力の欠如を意味するわけ

ではないことを，いやおうな く思い知

らされた。私はある程度許容すること

を学び，その中で若者の夢の幾つかを

失った。 しか し今や，前 よりも苦 しみ

に耐えられるようになった。

涼 しい部屋とテーブルに載 ったリン

ゴの強烈な香り，母たちの話 し声が心

地良かった。ヤギのおどおどした咳払

いさえ楽 しい音に聞こえた。

夕暮れが静かに柔かく部屋に射 し込

んできた。開かれた窓越 しに空ははな

やかさを失い，私は輝きの残るうちに

この今をしっか りつかまえ，若か りし

去年の夏のあの夢を心に刻まな くては

ならないことを知ったのだった。



購灘
翻 二購蒙講 鍵
気づきました。私は全員が教会員では

ない家庭に育ち，教会外の人と結婚し

ていま した。ちょうど第 ２次世界大戦

のときで した。私は，自分に証がある

かどうかをはっきりさせようと決意 し

ました。そして聖典を読み，祈 りと断

食 の答えとして，教会と共に生きよう

という燃える望みを得ました。

でも，私はいつも什分め一のことを

間違えていました。結婚後は働いてい

なかったので，断食献金を払 うだけで

良 いと思っていました。夫が．ヒットラ

ー政権の下で働 くようになったとき，

私 に政府か らお金が与えられ，再び什

分の一のことが問題に なって きま し

た。私は３週間以上の間迷いました。

私はだれの所にも相談に行かず，ただ

聖典を読みました。

「わたしの宮に食物のあるように，

十分の一全部をわたしの倉に携えてき

なさい。これをもってわた しを試み，

わたしが天の窓を開いて，あふるる

みを，あなたがたに注 ぐか否かを見 ．

さいと，万軍の主は言われる。」（マ．・

キ ３：１０）

私はどのようにしたら主の約束が受 ’・

けられるのかを知りた くて， このこと

について祈 りました。その答えはすば

らしい方法で もた らされま した。

ある朝，夜明け時に目を覚ました私

は，再びまどろみました。そして夢を

見ました。支部長が町中のモルモンを

呼び集め，聖徒はこれから約束の地へ

会所に集まるようにと言 いま した

は自全に資格があると考え，必需品欝

荷造 りしてふたりの子供を連れ ・

に向かいました。 敏

夢の中では活発な教会員の１
ゴ｝疇孫激 馨

難 鰍 　：漁

灘 欝

灘総
れ

く　 織 鱗

盤

難

中 難 蕪
　

の 名 目１ へ参

藤 麟 鎌

ど

鑛 欝 １
る ので した。 そ の名

霧霧 難 灘ｉ灘 ，

露。繋 、灘懸

し謙 難、

残 され た の か わ か りませ ん で した 。私

は悩 み ， 悲 しみ ま した 。 そ して 自分 の

灘綴縫難

ばれた人は別の部

．長が本を閉 じる

・平不満を述べま

弍悪 くてこの部屋に

鐙 ・一 は何かと考えました。

繋 灘 りの子供を臨 自分が

．灘 会員ではなかったのかどうか
無鰹

支部長に聞きに行 こうと決めまし

』ナ ＝

リ ン トン

エ リザ ベ ス ・ス トー カ ー

鍵ｉ

は，あなたは忠実でいつも自分

越えてまで人のために尽 くして

癒 と答えま した． ・き。とあなたの

名前を見落としたｇ）で しょう。」彼は３

回も名前がないか調べて くれました。

でも，私の名前は見あたりませんで し

た。支部長は私の目を見つめて尋ねま

した。 「ス トーカー姉妹，あなたは什

分の一を納めていましたか。」

このとき，私は目がさめました。こ

の経験で体が しびれ，私は胸に燃える

ものを感 じました。私は床 にひざまず

いて祈 りが答えられた ことを主に感謝

しました。 このときか ら，私は 「什分

の一全部 を主の倉に携えて」行 こうと

決心 しました。

まもな く， 「これをもってわたしを

試み，わたしが天の窓を開いて，あふ

るる恵みを，あなたがたに注 ぐか否か

を見なさい」と主の言われた約束が成

就 し始めました。当時私は，食料品の

ほとんどを姑にうけで借 り，その分の

借金は多額になっていました。戦争中

のことで食料は高騰していました。私

が支部長に什分の一を払い終え，喜び

に顔を輝かせて姑の家を訪ねると，驚

いたことに，姑はいつもの倍の食料を

か ごに詰め，食料品のお金は一切いら

ないと言 ったのです。

これ らの経験は，私の生涯の転機と

なりました。

４４９





１年前は教会の各部門がソル トレーク市内に散在 していて

遠いものは６０キロメー トル以上南のプロボにあるプ リガム ・

ヤング大学に所在 していた。そのため，教会本部を訪れる多

くの人は，仕事を処理するのに広い地域をあちこちかけまわ

らな くてはならなかった。 このたび新 しい教会本部新館が落

成 し，１９７３年 ２月には，それまで１６の建物に分散 していた３６

部門がひとつ屋根のもとに集められた。 この移転には運送会

社 ６社の手を要 した。

部門の集中化で，その他の事務の混雑がかなり緩和された。

教会本部旧館か ら歴史記録部，伝道部，および管理監督会の

機能の多 くが移されたことで，教会本部旧館にまだ事務室の

ある教会幹部の事務環境が良 くなった。

単位面積あたりの費用は， ６年前に建設 された近 くのケネ

コットビルよりも若干安い程度であるが，インフレと地価の

高騰を考えれば建設費は驚 くほど安いと言える。

集中ユニット設備により建物全体の使用電力量がわかるの

で，それによっても経費が軽減できる。電力の需要が増すと

オペレーターが不必要なモーターを停止するため，月に何千

ドルもの節約になる。

また，石の窓屏は美観になるばかりでなく，窓に太陽光線

が照りつけるのを防 ぐので，冷房経費が少なくてすむ。

建物の収容能力は２，０００人である。 しかし現在は使用可能

スペースの８５パーセン トだけが割り当て済みで，あとの１５パ

ーセン トは将来の業務拡張のために取 っておかれる。

建物の地下には３階にわたって１，２５０台の車が駐車できる。

ロビーの右下の地下 １階には， ７００名入れるカフェテリアが

あり，教会職員や歴史図書館，系図図書館，参考図書館の来

館者や近 くの宣教師館の宣教師たちが利用する。

メインフロアには１５台のエレベーターがある。 ３台は駐車

場か らで， ６台は １階から１４階用，あとの ６台は１４階まで秒

速 ５メー トルの速さで昇り，１５階以上 に使われる。

この夏，庭師が新館と旧館の間の広場の造園を始めた。一

般に開放 されるこの広場か らは威容を誇るソル トレーク神殿

の東正面が見え， この地域一帯はソル トレーク市の教会建物

群の中心 となっている。

中央庭園の圧巻は美しい噴水 と，新館の南側壁に刻まれて

いる西半球 と東半球の大理石の浮彫 りを映す池である。この

両半球の地図は全世界にわたる教会と，万国の民に福音を伝

えるという，末匂聖徒に与えられた大切な使命を象徴 してい

るユ

教会事務局の歴史

１８４８年 ， ダ ニ エ ル ・Ｈ ・ウエル ズ に よ り， ソル トレ ー ク市

に初 め て教 会 事 務 局 の建 物 が 建 て られ た 。 間 口 と奥 行 が ５，５

メー トル ，３．７メ ー トル で ， 木 材 と土 で で きた 傾 斜 屋 根 の 建

物 で あ つた。

１８４８年 か ら１８５０年 に か け て 「ホ ワ イ ドハ ウ ス」 と も 「マ ン

シ ョンハ ウス 」 と も呼 ば れ る建 物 が建 築 され ， ブ リガ ム ・ヤ

ン グの 家 と して も使用 され た。

１８５２年 には ，教 会 の 建築 家 トル ー マ ン ・０ ・エ ンジ ェル に

よ り， 「プ レ ジデ ン ツ ・オ フ ィス」 が 建 て られ た。 サ ウス テ

ン プル ス トリー トの ビ ーハ イ ブ ハ ウス と ライ オ ンハ ウス の 中

間 に位 置 す る この 事務 所 は ， ブ リガ ム ・ヤ ング， ジ ョン ・テ

イ ラー， ウ ィル フ ォ ー ド ・ウ ッ ドラ フ， ロ レ ンゾ ・ス ノー，

ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス各 大 管 長 の時 代 に大 管 長 会 の 事務 所 と

して 使 われ た。 こ の１８５２年 か ら１９１７年 ま で の 時代 に， 教 会員

数 は ７万 か ら４８万 ８千 ４６に増 大 した 。

１９１７年 に建 造 され た教 会 本 部 ビル は４２．７メ ー トル ×２２，９メ

ー トル の大 き さで あ る
。 もと は教 会 幹 部 に限 らず ， 系 図協 会

等 幾 つ か の補 助 組 織 が 使 って い た。 それ 以 外 の補 助組 織 は ，

１９６２年 の夏 の取 り壊 しまで 現 在 の教 会 本 部 新 館 の 位置 にあ っ

た管 理 監 督 会 建 物 に入 って い た。

教 会員 数 が 増 し， 教 会 の諸 業 務 が それ に比 例 して 増 え る に

つ れ ， そ れ ま で教 会 本 部 旧館 に所 在 した各 部 門 が 近 くの建 物

に 引越 し， 分 散 した ま まで 教 会 本 部 新 館 の完 成 を 待 った の で

あ る。
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小 さな

お友だちへ

管 理監 督

ビクター・Ｌ・ブラウン

私のお父さんとお母さんはアルバータ神殿がたつ

前に，カナダで結婚 しました。ですか らふた りは神

殿結婚をしていませんで した。私はその神殿が完成
けんどう

して献堂される約 ９年ほど前に生まれました。そし
みや い

て子供 なが ら，主 の宮居 に行 って両親 に結び固 め ら

：れ たい と心 か ら願 いま した。私 は神殿で結び固 め ら

れ る祝福 にあず か らなけれ ば，死 んだ あとで家族 と

い っしょに住む ことがで きないことを はっき り知 っ

て いま した。
けんどう

神殿が献堂されてす ぐ，両親が私 と弟を神殿につ

れていってくれ るとやくそくして くれたとき，私の

心 は喜びでいっぱいになりました。 ところが神殿に

行 くことになっていた日の前 日，私は病気 にな り，

お母さんは私が良 くなるまで神殿に行 くのは待った

方 がいいと言いました。私はそのときどんなにはげ

しく泣 きながら，神殿に行 く日をのばさないで くれ

るようお母さんに頼んだかを覚えています。お母さ

んも最後は願いをききいれ，みんなで神殿に行 くこ

とになりました。

私はあのときひどくふ らふ らしながらも，弟やほ

かの子供たちといっしょに子供部屋で待 っていまし

た。やがて係の人が来て弟 と私を結び固めの部屋に
さいだん

つれて行きました。そこで私たちは祭壇の前に共に

ひざまずき，弟と私の手は，両親の手に組み合わさ

れました。権能のある人が私を永遠にお父さん，お

母 さんに結び固めたとき，私はあたたかい平和な気
しょうがい

持にな りました。これは私の生涯で一番すばらしい

経 験 とな りま した。 とい うのは， も し私 が天 のお父

さまのいま しめをぜんぶ守 るな ら，永 遠に家族 とい

っしょにい られ るか らです。

神殿で このすば らしい経験を した次 の朝 ，私は ま

た ぐあいが悪 くな りま した。医者 は しょうこう熱 と
しんだん

診断 しま した。私 たちはその前 の晩に神殿でい っし

ょだ った子供 たちの ことを とて も心配 しま した。 さ

いわ いだれ も病気 が うつ った人 はいませ んで した。

私 は，心 か ら望 んで いた こ とが のば されず にすみ，

まただれ も私の病気がうつ って苦 しむ人炉いなヵ）っ

たのは，天のお父さ．まの恵みだ ったと確信 していま ‘

４５３一
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す。

みなさんも両親や 日曜学校そ して初等協会の先生

の教えに耳をかたむけるな ら，私と同じように， 自

分と地上のお父さん，お母さんとのつながりだけで

な く，天のお父さまとのつながりもよ くわかって く

るで しょう。

主がご自分の子供たちすべてに与えられた最 も大

きな祝福は，家族のつなが りを永遠にたもつ ことが

できるという祝福です。

両親に結び固め られた子供たちは， もし家族のみ

んなが天のお父さまのいましめを守 り，正しい生活

をするな ら，永遠 にわたって家族 と共に住む ことが

で きるのです。

両親が神殿に行 ったことのない家の子供たちも，

家族の結び固めを受けるために神殿につれて行 って

くれ るよう両親にたのむ ことがで きます。

私たちが子供 として救い主の説かれた教えを学ん
みや い

でいるなら，いつの日か主の宮居に行 くための準備

をはじめな くてはなりません。天のお父さまの計画

は私たちひとりびとりが永遠の家族の一員 となるた

めの計画です。私たちはみな神さまの子供です。神

さまは私たちを愛 し，私たちが神さまのところへも

どって家族 といっしょに住めるよう望んでおられる

のです。
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　 　 お ヤが み

鱒轡夢 鵡叢錐
絵 ジ ェ リ ー ・ ハ ー ス ト ン

ハ ンナは長 いあいだ赤 ちゃんを ほ しが って いま し

た 。あ る日神殿の中でハ ンナは こう祈 りました 。「主

よ， もし私 に男 の子 をあたえて くだ さ るな ら， その

子 を一生 のあいだ主 に ささげ ます 。」

主 はハ ンナの祈 りを ききとどけ られ，ハ ンナに男

の赤 ち ゃんをさずけ ました。 ハ ンナはその赤 ち ゃん

にサ ムエル と名づ けま した。

サ ムエルが大 き くな って神 殿で手伝 いがで きるよ

うにな ると，ハ ンナ とお父 さんのエル カナ はサ ムエ

ルを神殿 につれてい き，祭司 のエ リといっ しょに住

まわせ ま した。
まいとし

サムエルのお父さんとお母さんは毎年神殿にいる
むす こ

息子にあいに行きました。そしてそのたびにお母さ
うわ ぎ

んは小 さな上着 を作 ってサムエル に持 って い きま し

た。

あ る晩，．サムエルがねむ ってい るとだれか 自分 の

名前をよんでい るのが聞 こえ ま した。少年 サ ムエル

は目を こす りなが ら急いで エ リのへ や に 行 き 「は

い， ここにお ります」 とエ リに言い ま した。

「わた しはよば ない，帰 って ねなさい」 とエ リが

答 え ま した。

サムエルは 自分 のへ やに もど ってねま した。す る

とまた同 じ声で 「サ ムエル！」 とよぶ のが聞 こえま

した。

もう一度 サ ムエル は眠い 目を こす りなが らとびお

４５６

きてエ リの ところへ行 き 「あなたがおよびにな りま

した。わた しは ここにお ります」 と言 いま した。

しか しエ リの答 えは同 じで した。 「子 よ， わた し

はよばない。 もう一度 ねな さい。」

サ ムエルが 自分のへやに もどると， また同 じ声で

「サ ムエル！」 とよぶのが聞 こえ ま した。

そこで サムエル はおきあが りもう一度 エ リの とこ

ろへ行 って言 いま した。 「あなたがおよびにな りま

した。 わた しは ここにおめます 。」

エ リは，少年 サムエルを よんだ のは主 にちがいな

い と思 いま した。 そ して サムエル にへや に帰 ってね

るよ うに言 い， もしもう一度 よぶ声 が聞 こえた ら，

「しもべは聞 きます。主 よ， お話 しください」 と言

うよ うにとサ ムエルに言 い ました。

そ こでサ ムエルは 自分 のへやに帰 って ねま した。

す るとす ぐに 「サ ムエル／ サ ムエル！」 とまた同 じ

声が聞 こえ ま した。

サムエル は答え ま した。 「しもべ は聞 きます。 お

話 しください。」

その晩主 はサムエル と話 し， これか らおこる多 く

の ことをサムエル に話 しま した。

次 の 日の朝 ，サムエルは早 くおきて神殿 の とび ら

をあけま した。す るとエ リがサムエル をよんで主が

何を話 されたかを聞 きま した。 サムエル はその晩主

が 自分に語 られた ことをすべてエ リに話 しま した。

エ リは頭を さげて言い ま した。 「どうぞ主 が，良

い と思 う ことを行なわれ るよ うに 。」

こうして サムエル は成長 してい きま した。主 はサ

ムエル と共 にいて何度 もサムエル に話 され ま した。
よ げんしゃ

みんなはサムエルが主 の予言者で ある こ と を 知

り， サムエルは人 々に深 く愛 され ま した。

（１サムエル １～ ３）





つ

「ジ ョー ジ と は も うい っ し ょに遊 ば な い こ とに した よ」 ジ

ョニ ー はす っ くと立 って 言 い ま した 。

「なぜ だ い ？」 とデ ビ ッ ドが たず ね ま した 。

「よせ よ， わか って る くせ に 。」 ジ ョニ ー が答 え ま した。

「わ か らな い よ
。 ジ ョー ジ は ぼ くた ち と少 しか わ って い る

か も しれ な い け ど， で もそ ん な こ とで 仲 間 はず れ す るな ん て

お か しい よ」 とデ ビ ッ ドが言 い返 しま した。

「か わ って る ？か わ って るな ん て もん じゃ な い よ。 あ いつ

はバ カだ よ 。」

「い ろい ろわ か らな い こ と もあ るけ ど さ。 バ カな んか じゃ

な い よ」 とデ ビ ッ ドは 大 きな 声 で言 い ま した。

「ぼ くに言 わ せ れ ば ， わ か らな い とい う こ とは つ ま りバ カ

だ よ 。」 別 の 男 の子 が言 い ま した 。
さい

１１歳 のデ ビ ッ ドは こま った よ う にい と この 方 を 見 ま した 。

ジ ョー ジ のむ じゃ き な顔 はデ ビ ッ ドを 見 て ほほ えみ ま した 。

そ の デ ピ ッ ドは で き る こと な ら走 って い って ど こ か に か く

れ ， も う二 度 とあ の えが おを 見 な くて す め ば と思 って い るの

で した。 しか しそれ は あ りえ な い こ とで した 。

ジ ョー ジ は両 親 を な く した ので ， デ ビ ッ ドと い っ し ょに住

む た 産）に は るば るデ ンマ ー クか らや って き たの で す 。 デ ビ ッ

ドは も う一 度 ジ ョニ ー とそ の仲 間 た ち の顔 を見 ま した。 デ ビ

ッ ドを と りか こん で ，彼 らは い じ悪 そ うに返 事 を待 って い ま

した 。

「わ か った 。 ジ ョー ジを 家 に つ れ て行 くよ」 とデ ビ ッ ドは

た め息 ま じ りに言 い ま した。

ど う した らよ いの か わ か らな い 自分 自身 に， そ して ジ ョー

ジ に腹 を立 て なが ら， デ ビ ッ ドは い と この うで を つ か み 家 へ

帰 ろ う と しま した。

「い や だ， 野 球 。」 ジ ョー ジ は じっ と立 った ま ま言 い ま し

：た。

「ジ ョー ジ； きみ に は わ か らな い んだ よ 。」 デ ビ ッ ドは こ

ま った よ うに言 い ま した。

「み ん な は も う きみ とい っ し ょに遊 び た くな いん だ って 。」

ジ ョー ジの え が お は きえ， 何 を言 っ て い るの か わか らな い

と い うよ うに まゆ を しか め ま した 。 そ れ か らま た急 に え が お

に な りま した 。

「ジ ョー ジ
， み ん な はね ， … … …」 デ ビ ッ ドは説 明 し よ う

と思 い ま したが ど うせ わか って も らえ な い と思 い ま した 。

「な ん で もな い
。 さ あ， 行 こ う。」

デ ビ ッ ドは今 まで の こと をず っ と考 えな が ら早 足 で 歩 きま

４５８
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シ１』一シ昌切 え が お

作 シ ェ リ ー ・ ジ ョ ン ソ ン

絵 ハ ワ ー ド ・ ポ ス ト

した 。 ど う して ジ ョー ジ は ぼ くとい っ し ょに住 ま な き ゃ な ら

な いん だ ろ う。 ど う して ぼ くに は英 語 の話 せ るふ つ うの い と

こが いな いん だ ろ う。
い ま

ま もな くふ た りは家 につ きま した 。 ジ ョー ジは 居 間 に行 っ

て遊 び， デ ビ ッ ドは 自分 の 部 屋 に入 りま した 。 そ して デ ビ ッ

ドは ベ ッ ドに体 を なげ だ して い ろい ろな こ とを 考 え ま した 。

「ど こか悪 い の ？」 洋 服 をか たづ け にデ ビ ッ ドの 部 屋 に 入

って きた お母 さん が たず ね ま した。

「う うん
， ち ょ っ と考 え ごと を して い たん だ 」 とデ ビ ッ ド

は答 え ま した。

「何 か 大切 な こ とを考 え て い るよ うね。 お母 さ ん に お手 伝

いで き るか し ら。」 お母 さん は ベ ッ ドに腰 を お ろ しなが ら言

い ま した 。

「わか らな いな あ。」 デ ビ ッ ドは じ っ と天 じ ょ うを見 つ め

なが ら言 い ま した 。 「お母 さん ， ど う して ジ ョー ジ は， あ あ

な の 。」

お母 さ ん は お ど ろ い た よ うに言 い ま した 。 「ど うい う こ と

？」

「ほ ら
， つ ま り… … ジ ョー ジ はか わ って い るだ ろ う」 とデ

ビ ッ ドは答 え ま した。
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「か わ って る って何 が ？背 た け もあ な た と同 じよ。 あ な た

の洋 服 を 着 て い る ぐらい で す もの。 ジ ョー ジ は あ な た と同 じ

物 が 好 き よ。 チ ョコ レ ー トや ホ ッ トケ ー キが ね。 それ に あ な

た と同 じこ とで悲 しん だ り喜 ん だ りす る わ 。」

「で も
， お母 さん， ジ ョ ージ は … …」 デ ビ ッ ドは 自分 の言

いた い こ とを ど う言 った らい い のか わか らな くな って 途 中 で

や め ま した 。

「き ょう
，何 か あ った の ？」 とお母 さ んが たず ね ま した 。

「そ うな ん だ
。 ジ ョージ は頭 が悪 いか ら， み ん な も うい っ

し ょに遊 ば な い って い うん だ 。」

「ジ ョー ジ は とて もお り こ うよ。 私 た ち と 同 じ言 葉 は話 せ

な い け ど， とて もお ぽ えが 早 い わ。 それ は ジ ョー ジ は ほか の

人 と ちが う と こ ろが あ るか も しれ な い け ど， で も同 じ言 葉 を

話 せ な くて も人 の 気持 は わ か るわ よ 。」

デ ビ ッ ドは こま った よ うす で言 い ま した。 「で も友 だ ちが

ジ ョー ジが い る とい や が るん だ。 む り もな い よ。 こ うす る よ

う に と教 えて も わか らな い ん だ もの。 ぼ くは ど うす れ ば い い

の 。．」

「そ れ は お母 さん に 聞 か な いで
， あ な たが 自分 で 決 め る こ

と よ」 とお母 さん が言 い ま した。

お母 さん は 立 ち あ が りな が ら に っ こ り して 言 い ま した 。

「ふ た つ の こ とを覚 え て お い て ね。 ひ とつ は ジ ョー ジ は あな

た の こ とが 大好 きだ って い う こ と。 も うひ とつ は ジ ョー ジ は．

ま だ言 葉 が わ か らな い け どあ な た や ほ か の友 だ ち と同 じよ う

に 神 さま の子 供 だ っ て い う こ と， そ して天 の お父 さ ま は あな

た た ち と同 じよ うに ジ ョー ジ を も愛 して お られ る と い う こと

を ね 。」

そ の と き とつぜ ん ジ ョー ジ が部 屋 に入 っ て き ま した。 「き

て ， デ ピー 」 ジ ョー ジは息 を切 ら して言 い ま した。

お母 さん は デ ビ ッ ドに ウイ ン クす る と部 屋 を 出て 行 き ま し

た。

「きて
，デ ビー 。」 ジ ョー ジ は デ ビ ッ ドを うなが しま した。

「あ あ
，わか った よ。 今 行 くよ 。」 ほ ん と うは行 き た くなか

った の で す が デ ビ ッ ドは そ う返 事 を しま した。

ジ ョー ジは デ ビ ッ ドの うで を と って ソ フ ァー の と ころ につ

れ て行 きま した 。 そ して本 を 開 い て読 み は じめ ま した。 「ヴ

４５９



・ズ 肇 》秘
，適

、

エ イ」 ジ ョー ジ は あの と くいの え が お を み せ て注 意 深 く発 音

しま した 。

「ヴ
ェ ィ ？」 デ ビ ッ ドが 言 い ま した 。

「ヴ ェ ィ
。」 ジ ョー ジ ．は ま す ま す大 きな え が お を みせ ま し

た 。

デ ビ ッ ドは 本 を見 て み ま した。 「ウイ ー， それ は ウ ィー っ

て 読 む ん だ よ 。」

ジ ョー ジは が っか り した よ うで したが ま たす ぐえが お にな

り ま した。 そ して今 度 は 「ヴ ィー」 と言 い ま した。

デ ビ ッ ドは首 を横 にふ りま した。 「ちが う， ウ ィーだ よ。」

そ う言 っ て デ ビ ッ ドは い と こに背 を 向 け る と 自分 の 部屋 に入

っ て しま い ま した。 ・

・なぜ ， なぜ ， なぜ なん だ 。 デ ビ ッ ドはベ ッ ドに体 を な げ だ

して考 え ま した。 ジ ョー ジが 言 葉 を わ か り さえ す れ ば， い っ

し ょに い ろ ん な こ とが で き る の に ．／

デ ビ ッ ドがベ ッ ドに横 に な る とす ぐ， だ れ か が静 か に ドア

を ノ ック しま した。 ドアが ゆ っ くり開 き， ジ ョージ の青 い 目

４６０

が ドアの ま わ りを注 意 深 く見 わ た しま した 。。

「デ ビー」 と ジ ョー ジ が そ っと呼 び ま した
。

デ ビ ッ ドは返 事 を しませ ん で した。 ベ ッ ドの 方 へ 歩 いて き

て す わ って もデ ビ ッ ドは ジ ョー ジ の顔 を 見 ませ ん で した 。 ジ

ョー ジ は ゆ っ く り話 して み ま した が ， む だ で した 。 デ ビ ッ ド

に は わか りませ んで した 。 何 の こ とか さ っぱ りわ か りま せ ん

で した。

デ ビ ッ ドは ジ ョー ジの 顔 を 見 ま した 。 ジ ョー ジは ぼ くの言

う ことが わ か らな い。 だ け どぼ くも ジ ョー ジの言 う こ とが わ

か らな いん だ 。 デ ビ ッ ドは は じめ て ジ ョー ジ が 自分 の こ とを

ど う思 って い るだ ろ うか と考 え ま した。 たぶ ん ぼ く もジ ョー

‘ジの 言 う こ とが わ か らな い か らジ
ョー ジ は ぼ くを バ カだ と思

って い るか も しれ な い 。

デ ビ ッ ドは も う一度 ジ ョー ジ を見 ま した。 ジ ョー ジ は い っ

し ょうけ ん め い に何 か を説 明 しよ うと して い ま した 。 その と

き， デ ビ ッ ドは ふ い に ジ ョー ジが 何 を言 いた が って い るの か

が わ か りま した。 友 だ ち に な りたか った の で す 。 ジ ョー ジは

デ ビ ッ ドに大 好 き だ と い うこ とを 言 って いた の で す。 デ ビ ッ

ドは デ ンマ ー ク語 を知 らな くと も， ジ ョー ジの顔 を見 て そ の

こ とが わか りま した。

ジ ョー ジ は や っ と話 し終 え， す わ って返 事 を待 って い ま し

た。 デ ビ ッ ドは とて も はず か し くな りま した 。 デ ビ ッ ドが ほ

ほ えむ と ジ ョー ジ も ほ ほえ み か え して きま した。 ふ た りは話

さ な くと もわ か った の で す 。

「夕 ご はん よ」 とお 母 さん の よ ぶ 声 が 聞 こえ ま した。

デ ビ ッ ドが 身 ぶ りで 示 す と， ふ た りは急 い で部 屋 を 出 ま し

た 。

デ ビ ッ ドは ろ うか で お母 さん を お い こそ う と して立 ち止 ま

りま した 。 「お母 さん ぼ くが悪 か った ん だ。 わか らなか っ た

の は ジ ョー ジ じ ゃな くて ぼ くだ った んだ よ。 ジ ョー ジ は英 語

が わ か らな い か も しれ な い け ど， 友 情 は通 じる もの。 ジ ョー

ジは ほ ん と うにす ば ら しい友 だ ちだ よ 。」

お母 さん は に っ こ り して 言 い ま した。 「あ なた だ って す ば

ら しい わ 。」 一

ジ ョー ジ は も うテ ー ブル につ いて いま した 。 ジ ョー ジの す

ば ら しい えが お は 「友 だ ち にな れ て うれ しい な」 と言 って い

るよ うで した 。

「お母 さん 」 デ ビ ッ ドは楽 しそ う にわ らい な が ら言 い ま し

た。 「ぼ く， ジ ョー ジか らデ ン マ ー ク語 を教 え て も らお うか
～

な 。」



シオ ンの幸せ，われ ら も受 けん

ブ リガ ム ・ヤ ング大学宗教学部長

ロ イ ・Ｗ ・ ドク シ ー

「シオンの建設は，あらゆる時代の神

の民が関心を寄せてきた大事である。

それは予言者，祭司，王たちが格別の

喜びをもって思いめぐらしてきた事柄

である。彼 らは胸をふ くらませて私た

ちの住むこの時代を待ち望み，輝かし

い喜びあふれる期待に燃えて，この私

たちの時代のことを歌い，記し，予言

した。しかし彼らはこの日を見ずに死

んだ。私たちは，神が末日の栄光をも

たらすために選びたもうた恵 まれた民

である。私たちは末日の栄光が世に広

まるのを見，それに加わり，援助する

ことを許されている。 『時満ちたる神

権時代」，神が天の万物と地上の万物

を共に集めたもう時代，……あらゆる

国民あらゆる血族，あらゆる国語の民，

あらゆる人々の中から神の聖徒がひと

つに集められるとき，予言者の語るご

とくユダヤ人が集められてひとつとな

り，悪人も滅ぼされるべ くひとつに集

められるこの時代に，神の 『みたま』

は残 りの国々から取 り去 られて神の民

と共にあり，天地の万物はキリス トに

あってひとつとなるであろう。」

ジョセブ・スミス 「教会歴

史記録」〔英文〕第４巻Ｐ．６０９

－ ６１０

教 義 と聖 約 の啓 示 の最 初 か ら最 後 に

至 るま で， 主 は なぜ シ オ ン につ いて語

って お られ る のだ ろ うか 。古 代 の予 言

者 は， なぜ 末 日の シオ ンの こ とを予 言

した のだ ろ うか 。 ま た， ４００曲 近 い教

会 の 讃 美歌 の ほ ぼ １５パ ー セ ン トに シ オ

ンの こ とが歌 わ れ て い るの は なぜ だ ろ

うか。 この よ うな疑 問 は， 末 日聖 徒 イ

エ ス ・キ リス ト教 会 の シ オ ン に対 す る

関心 と， と りわ け シ オ ンが 重 要 で あ る

との 考 え， 実 に人 の 救 い に と って シ オ

ンが 大 切 で あ る との 老 え 方 を示 唆 して

い る。

何 編 か の 末 日聖徒 の讃 美 歌 か ら抜 粋

した 次 の歌 詞 に ， シオ ンの使 命 が 語 ら

れ て い る。 「主 ま た もシ オ ンを 興 した

も う と予 言 者 らは告 げぬ 」， 「シオ ンに

日は 出 づ， か げ は暗 くと も」， 「み そ ら

に う る わ しわ が シオ ンの都 」， 「シ オ ン

の若 者 … … ひ る まず 逃 げ ず」， 「た め ら

う こ とな く， シオ ンに集 まれ 」，「栄 え

あ る こ とみ な シオ ンに歌 われ 」， 「山 に

囲 ま れ て神 守 る シオ ン」，「シ オ ン の 山

の聖 な る神 殿 」，「シ オ ンの 丘 よ り出 つ

る光 は あ ま ね く全 地 を照 ら し」， 「シオ

ンの幸 せ ， われ らも受 け ん」＊。

＊注 エライザ・Ｒ・ス ノー 「目覚 めよ，

わが詩人」讃美歌，１８８番

最 初 に 引肘 した文 章 の中 で， ジ ョセ

ブ ・ス ミス は， シ オ ンの建 設 に お いて

私 た ちの 神 権 時 代 が重 要 で あ る との 見

解 を 明 らか に して い る。

聖 典 に あげ られ て い るシ オ ンの意 味

の 中 で， 次 の もの が大 切 で あ る。 「心

の清 い者 」， イ エ ス ・キ リス トの教 会，

旧 エ ルサ レム と聖 な る 山， エ ノ クの 建

まち

て た聖 な る市 ， 南 北 ア メ リカ， ア メ リ

カに建 て られ るは ず の新 エ ル サ レ ム。

この 定義 の う ちの ４つ は直 接 この神 権

時 代 に関連 が あ る。

教 義 と聖 約 に は， 末 日に おけ る シ オ

ンの姿 が 最 も明確 に説 明 され て い る。

１８２９年 ４月 ， 主 は オ リバ ー ・カ ウ ドリ

の求 め に応 えて ， オ リバ ー と他 の 人 々

に， 「さて汝 ら今 わ れ に求 め しに よ り，

見 よ， わ れ 汝 らに 告 ぐ，汝 らわ が誠 命

を 守 り， シオ ンの大 事 を起 して これ を

確 立 せ ん こ とを求 め よ」 と 勧 告 さ れ

た 。 （教 ｉ義 と聖 約 ６ ：６）

ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 管 長 へ の ， 教 義

と聖 約 に記 録 され た最 後 の啓 示 の 中 に

は， シ オ ン と シ オ ン の民 に関 す る次 の

よ うな主 の 約 束 が 与 え られ て い る。

「シオ ン はわ が 時期 至 りて腰 わ るべ

し。
し

わが民は，すべてのことに試煉を受

４劔
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け ざ るべ か らず 。 か く して 彼 らはわ が

与 え ん と して 持 て る米 栄 ， す な わ ち シ

オ ンの光 栄 を受 くる た め に 準 備 せ ら

る 。而 して， お よ そ懲 しめ を堪 え忍 ば

ざ る者 は わ が 王 国 に適 しか らず 。」 （教

義 と聖 約 １３６：１８， ３１）

シオ ンの 大 事 を起 こ して これ を確 立

す る こ とは ， す べ て の 末 日聖 徒 の務 め

で あ る。 この 業 に真 心 を も って携 わ る

人 々 は， 教 会 す なわ ち シオ ンの 建設 に

全 身 全 霊 を傾 け る人 で あ る。 そ の 勇 敢

な人 々 に と って ， 次 の言 葉 は深 い 意 味

を持 つ 。

「故 に
， 誠 に主 か くの如 く言 う。 シ

オ ンよ喜 べ 。 そ は これ こそ シ オ ン， す

な わ ち 『心 の清 き者 』 な れ ば な り。 こ

の 故 に シオ ンよ喜 べ 。一 方， すべ て悪

しき者 は悲 しま ん 。」 （教 義 と聖 約 ９７：

２１）

イ エ ス ・ギ リス トの 贈 罪 に よ って，

人 は心 か ら悔 い改 めれ ば 瞭 わ れ る こ と

に な った。 しか しま た， 教 会 の 発 展 に

寄 与す るた め に は， 主 が 啓 示 され たす

べ て の戒 め に従 って 生 活 す る こと も必

：要 で あ る。 （教 義 と聖 約 ３８：４０）

ミ ズ ー リ州 ジ ャ ク ソ ン郡

主 は ミズ ー リ州 で の 迫 害 を耐 え抜 い

て しか も心 の清 い者 は， 救 い を得 る と

４６２

啓 示 され た 。 （教 義 と聖 約 １２４：５４）

心 の清 い者 た ちが シオ ンで あ る教 会 の

た め に行 な った と同様 に ， も し私 た ち

が必 要 な あ らゆ る物 を 差 し 出 す な ら

ば， それ に よ って も私 た ちの 救 い は 保

証 され るの で あ る。 （教 義 と聖 約 ９８：

１３－ １５， １０１：３５－ ３８）

シオ ンに つ い て の近 代 の啓 示 に よれ

ば ， そ の 中 心 は ミズ ー リ州 ジ ャ ク ソ ン

郡 に建 て られ る。 （教 義 と聖 約 ５７：１

－ ３） １８３１年 の 昔， 予 言 者 ジ ョセ フ ・

ス ミスが 神 殿 用 地 を 奉献 した と きに，

命 を受 けて 何 名 か の 聖徒 が この地 に 入

植 した。 将 来 そ こに は神 殿 と共 に 新 エ

ル サ レ ムの 町 が建 て られ ， そ れ に よ り

律 法 は シオ ンか ら出て 地 を治 め る と い

う古 代 の予 言 が完 全 に成 就 され るで あ

ろ う。 （教 義 と聖 約 ８４：１－ ５， イザ

ヤ ２ ：２， ３， ミカ ４ ：１， ２）

貧 者 が施 しを 受 け， 富 者 が福 音 の律

法 に従 う こ とに よ り救 い を得 られ るよ

うに と， 霊 的 な 社 会 経済 機 構 で あ る奉

献 の律 法 が 啓 示 され た 。 多 くの聖 徒 が

ミズ ー リ州 に集 ま った が ， ミズ ー り州

滞 在 は ほ ん の東 の問 で あ った 。 主 は シ

オ ンの全 き光 栄 は多 くの銀 難 の後 に来

る と言 って お られ た か らで あ る 。（教 義

と聖 約 ５８：３－ ５）

主 が 言 わ れ るよ うに， 誓 約 の民 の 中

の あ る者 た ちが罪 を犯 した た め， 迫 害

が 加 え られ た。 （教 義 と聖 約 １０１：１

－ ９） 聖徒 た ちは ミズ ー リ州 西 部 か ら

追 わ れ ， シオ ンの 中 心地 の建 設 は， 聖

．徒 が 清 い民 とな って 再 び この地 を 所有

で き る と き まで 延 期 され る こ と とな っ

た。 （教 義 と聖 約 １０５：３４）

近 代 の啓 示 （教 義 と聖 約６３：２７－ ３１）

に一 致 して， 末 日の予 言 者 た ち は， 聖

徒 た ち の永 久 の ゆず りの地 で あ る ジ ャ

ク ソ ン郡 に つ い て の予 言 は これ か ら成

就 す る と断 言 して い る。 ブ リガ ム ・ヤ

ン グ大 管 長 は， １８５６年聖 徒 た ち の集 ま

りで こ の こ とを 話 して い る。

「… … こ の民 は必 ず ジ ャ ク ソ ン郡 に

戻 る。 どれ ほ ど経 って か らか ， い つ で

あ るか は わ か らな い。 しか し今 そ こ は

聖 徒 の集 合 地 で は な い 。」 （「説 教 集 」

〔英 文 〕 第 ３巻 Ｐ．２７８）

聖 徒 の 中 の無 関 心 で怠 惰 な者 は， シ

オ ンの発 展 に力 を尽 くさ な い た め， そ

の祝 福 を受 け な い で あ ろ う。 事 実 ， 主

は教 会 員 に誓 約 を守 らな い者 に は この

世 の 諸 罰 が 待 って い る と警 告 され た 。

（教 義 と聖 約 ９７：２２－２８）

す べ て の もの は 主 の前 に 正 し く歩 む

者 に よか れ と働 き， 心 の 清 い 者 と して

清 め られ た状 態 に あ る と き， シ オ ンの

栄 光 は彼 らの上 に留 ま るで あ ろ う。



（教 義 と聖約 １００：１５－ １７）

心 の清 い者

アルマは，神の王国を受け継 ぐには

だれでも必ず肉欲の状態か ら霊的な状

態へ変化して，新たに生まれなくては

ならないと言 った。 （モーサヤ２７：２５

－２６）バプテスマを受けた教会員は，

戒めを守 って清い心になるときに聖霊

の力により，再び生まれ清められる。

教会員がイエス ・キリス トにあって

「新たに生まれた者」 となるには，勢

力と精神 と力を尽 くして主を愛 し，主

に仕えな くてはならない。 （教義と聖

約２０：２９－３４）

次に，そのための方法を幾つかあげ

る。

１．主イエス ・キリス トの賭罪の犠

牲を信 じる。 （教義と聖約７６：４１）私

たちに対する神の愛はさまざまな形で

表わされるが，その最たるものは，私

たちが救われた状態で永遠 に神と共に

住めるように，御子を罪の瞭いのため

に送 られたことである。私 たちの長兄

は自分か ら進んで命を差 し出 し，弟た

ちへの愛を示 された。キリス トへの私

たちの愛を示す最良の方法は，その戒

めを守ることである。

２．どのように生きるべきか，どの

よ うに礼 拝 す べ きか， ま た欺 き に遭 わ

な い よ うに す るに は ど うす る疹 を知 る

た め に， 教 会 の標 準 聖 典 か ら神 のみ 言

葉 を 学 ぶ よ うに努 め る。 （教 義 と聖 約

４３：８－ １０， ９３：１９， ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス １ ：３７） 毎 日の聖 典 の勉 強 は， 神 の

み こ ころ を知 る確 実 な方 法 で あ る。

３． 教 会員 と して， ま た正 しい生 活

を す る こ とに よ って， 聖 霊 が 自分 と共

に あ るよ うに努 力 す る こ とが で き る。

主 は， 私 た ち が欺 か れ な い よ う に 「み

た ま」 の賜 を使 うこ と もで き る と言 わ

れ た。 （教 義 と聖 約 ４６：７， ８）神 が

生 き て お られ ， イ エ ス ・キ リス トが私

た ち の救 い主 ， 神 の御 子 で あ る とい う

確 信 も， 聖 霊 の賜 のひ とつ で あ る。

（教 義 と聖 約 ４６：，１３）

４． 毎 日の 生 活 で 「み た ま」 の導 き

を求 め る。 そ の鍵 と も言 うべ き もの が

オ リバ ー ・カ ウ ドリへ の主 の み 言 葉

（教 義 と聖 約 ９ ：８， ９） や， そ の後

の予 言 者 や 指 導 者 の教 え の 中 に 見 い だ

され る。

５． 神 に対 す る責任 を常 に 心 に留 め

ひ たす ら心 を 神 に向 け る。絶 え ず福 音

の こ とを 思 って い た ブ リガ ム ・ヤ ング

は， 自分 が 神 の 「み た ま」 と共 に あ っ

た ことが わか る と語 った 。 （「説 教 集 」

〔英 文 〕 第 １２巻 ， Ｐ．２１７） 私 た ち が い

つも自分の交わした福音の誓約を心に

留めているなちば，正 しい決定を下す

のに非常に役に立つ。聖句のことを考

えたり，救い主の行ないを思い出 した

り，人生の目的や忠実な者の将来を思

い起 こしたりすることは，皆ひたすら

心を神に向ける機会となる。

６．指定された集会への出席を含め

て，教会活動に活発に参加する。 （教

義 と聖約３８：４０，７５：２８）教会活動に

参加 しないと，福音の戒めに無関心に

なり，主の 「みたま」の導 きを失って

しまうことになる。 （教義 と聖約 １：

３３）

７．隣人に親切にして， 日常生活で

福音を実践する。１アメリカのシオンで

も，聖徒の住む地の果てでも，心の清

い者の住む所がシオンである。 （教義

と聖約 １０１：２０－２３）家族は父親の指

導の下に自分たちの家族をシオンにす

ることができる。教会プログラム，特

に家庭のタベのプログラムを熱心に行

なえば，予言者ジョセフ ・ス ミスの言

った次の目標に従 うこととなろう。「私

たちはシオンの建設を最大の目的とす

るべきである。」（「教会歴史記録」〔英

文〕第 ３巻，Ｐ．３９０）

８。自分の管理者を支持する。謙遜

で熱心な聖徒は，指導者を支持するこ

４６３



とによってのみ，主の 「みたま」を充

分に享受できることを知 っている。支

持の挙手は，バプテスマを受けた教会

員全員が指導者の言葉に従 うことを表

明するものである。そのような聖徒は

教会には啓示のみたまが働いて男女が

召されることを知 っている。また，主

からの啓示は大管長を通 じて来ること

教会の全役員は個人の召 しに関 して神

の導 きを受ける権利を持 っていること

を知 っている。私たちは会話や祈 りや

訓戒やすべての行為によって，兄弟た

ちを強 くするようにと戒め．られ て い

る。 （教義と聖約 １０８：７）実に聖徒

たちがエノクの民のように 「心を一に

し，精神を一にし，義に戸住んで幹部

の兄弟たちを支持 しなければ，シオン

の民 とはなれないであろう。 （モーセ

７ ：１８，教義 と聖約３７：２７）

シ オ ン と 家 族

シ オ ンの建 設 に つ い て の ブ リガ ム ・

ヤ ング の言 葉 は， 家 族 に も場 所 に も あ

て は ま る。 「私 た ち は 自分 の好 む ま ま

に， シオ ンを築 くこ と もで きれ ばバ ビ

ロ ンを築 くこ と もで き る。 私 た ち は 自

分 の望 む通 りの場 所 を造 る ことが で き

る。 民 は シオ ンを築 く ことが で き る。

自分 の 内 に天 国 を築 く ことが で き る。

４６４

民 が こ こに集 う とき， ｒ行 く先 々 に シ

ォ ンの精 神 を携 え行 こ う。 これ は悪 霊

を制 す る方 法 で あ る。 なぜ な ら，私 の

霊 は悪 を制 す るか らで あ る』 と い う決

意 を持 ち， 心 に シ オ ン を築 こう との 決

心 を も って来 るべ きで あ る。 あ なた が

た は， この よ うにす れ ば シ オ ンが 築 か

れ る こ とを知 るで あ ろ う。」 （「説 教 集 」

〔英 文〕 第 ５巻 ， Ｐ．４）

予 言 者 た ち の描 くシオンは今 は な い 。
覧 」’

しかし，神の王国は教会を通 じて広ま

り，各個人の中に将来ひとつとなるシ

オンがもたらされる。従って完きシオ

ンは主のしか るべきときに来るであろ

う。選ばれた人々が救い主の再降臨の

ときに福千年統治への先達を？ とめる

備えをする，その恵まれた日のために

準備が続けられている。教会の指導者

が新エルサレム建設のために，忠実で

献身的な教会員を召すときが来るであ

ろう。しかし，予言者が啓示を受けた

ときに初めて，その召 しは下されるの

である。 （教義と聖約１０１：１６－２１，

１０５：１３）

ある人はこの世で完きシオンを目に

しないか もしれない。 しか し自分や他

人の内にシオンを建設する責任を引き

受けた聖徒は，やがて永遠の喜びと幸

福を得るであろう。心にシオンの精神

を持つ教会員は，皆予言者ジョセフ ・

ス ミスの次の言葉に大きな慰めを見い

だすのである。

「この大いなる目的実現のため，天

上の神権は地上の神権と結合する。そ

して神の王国をいで行かせるというひ

とつの共通の目的のために私たちは結

ばれる。天の神権はただの傍観者でな

く，また神の 『みたま』は上から降り

そそぎ，私たちの中に留まる。至高者

の祝福は私たちの幕屋に宿り，私たち

の名が未来の代に伝えられる。子孫は

立ち上がり，私たちを祝福された者 と

称える。そして私たちが経験 してきた

数々の事柄，耐え忍んだ困苦，身をも

って示 した不屈の熱情，光栄と祝福の

実現をもたらす業の基礎を 置 く と き

に，私たちが耐え抜いた打ち勝ち難 い

ばか りの諸々の苦難，過去の幾世代に

神と天使たちとが喜びつつ見守りたも

うた業，古代の族長と予言者の魂を燃

え立たせたもの，闇の力を滅ぼし，地

を更新 し，神の栄光をもたらし，人類

家族の救いをもたらすべ く予定 された

業を，いまだ世に生まれぬ世代の人々

は格別に喜びつつ， 住まう。」 （「教会

歴史記録」〔英文〕第 ４巻Ｐ．６１０）
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シ オ ン の

ス テ ー キ部 を

堅 くせ よ

大 管 長

ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リー

１９７３年 ４月 ６日 とい う 日は， 特 別意

味 深 い 日で あ る。 そ れ は ， この 日が こ

の 神 権 時 代 に お け る末 日聖徒 イ エ ス ・

キ リス ト教 会 の設 立 を記 念 す る 日で あ

る とい う こ とだ け で は な く， 私 た ち の

救 い 主 で あ り，主 で あ るイ エ ス ・キ リ

ス トの 生 誕 を祝 う 日で もあ るか らで あ

る。 ジ ョセ ブ ・ス ミス は， この 同 じ ４

月 ６日 に与 え られ た 啓 示 を 次 の よ うに

記 録 して い る。

「この 末 の 代 に 於 け る キ リス トの教

会 の起 りは これ な り。 而 して 時 はわ れ

らの 主 ，わ れ らの救 い主 な るイ エ ス ・キ

リス トが ， 肉 身 を 以 て この 世 に 来 りた

ま いて よ り千 八 百 三 十 年 に して 第 四 の

月 す な わ ち四 月 の 六 日， 神 意 と神 命 に

よ りて， わが 国の 国 法 に従 い正 式 に組

織 創 立 せ られ た り。」（教 義 と聖 約２０：１）

この時 以 来 ， 教 会 の 上 半 期 総 大 会 が

毎 年 ４月 ６ 日を含 む 数 日間 開 催 され る

こ とが伝 統 と な って い る。

２年 後 ， ま た別 の啓 示 が 与 え ら れ

た 。 この啓 示 は，、当時 で も重 要 な意 味

を も って は い たが ， 今 日増 加 の一 途 を

たどる教会員たちの要求を考えてみる

とき，一層大 きな意味をもつ ものであ

る。今 日，私はこの聖句を引用 して，

私の説教を進めたいと思 う。

「すなわちシオンはその美と聖とを

増 し，その境域は拡が りそのステーキ

部は堅 うせ られざるべか らず。われ誠

に汝 らに告 ぐ，シオンは起ちてその美

しき衣を着けざるべからず と。」（教義

と聖約８２：１４）

この聖句に使われているシオンとい

う言葉は，疑いな く教会のことを意味

していた。当時，教会はやっと設立が

終わり， これから発展 しようとしてい

る小さな団体にしかすぎなかった。 し

かし，やがて教会外の敵から冷酷な仕

打ちを受けた教会員たちは，主が 「シ

オンの地」として指定 された ミズー リ

州ジャクソン郡に集合するよう指示を

受けた。

こうして数々の困難 と闘っている初

期の教会員たちの行 く末を暗示するか

のように，主は，また他の啓示で次の

ように言われた。

「故に，誠に主か くの如 く言 う。シ

オンよ喜べ。そはこれこそシオン，す

なわち 「心の清き者』なればなり。こ

の故にシオンよ喜べ。一方，すべて悪

しき者は悲 しまん。」（教義と聖約９７：

２１）

この 「シオン」 という名称にふさわ

しくなるために，教会員は，黙示者 ヨ

ハネが義人の住む聖なる都が，夫 とな

る神の小羊のために花嫁のように着飾

っているのを示現で見て記録 している

ように，自分 自身を夫を迎えるために

着飾 る花嫁 として考えなければならな

い。この黙示録の中に描かれている関

係こそ，ちょうど妻が夫のために美 し

い衣で着飾るように，私たちが主に受

け入れられる者 となるため，主が私た

ち教会員に望んでおられる関係なので

ある。

主の民が，神の目から見て充分受け

入れ られるに値する者となって生活す

るための規範は，今，私が引用した聖

句の中に示されている。教会員は，世

の人々の前にその美を増 し，内面的な

４６５
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食 うと食 わ ざる

とは汝 に任す

第一副管長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

神 が 人 類 に与 えた 最 大 の賜 物 の ひ と

つ は， 選 択 の 自由で あ る。

人 生 行 路 を さ ほ ど遠 くまで 進 まな い

うち に分 か れ 道 に さ しか か り， そ こに

あ る ２本 の大 き な道 の ど ち らを 進 む の

か 選 択 しな けれ ば な ら な い 時 期 が あ

る。 １本 は正 義 の道 で ， 進 歩 と幸 福 へ

通 じる もので あ り， もう １本 は邪 悪 の

道 で退 廃 と悲 痛 に通 じる もので あ る。

こ こに， 人 間 と して 生 を 受 け た 者 が

皆 ， 自 らの選 び に よ って 自分 の 行 く末

を決 定 して ゆ く， と い う永 遠 の 法 則 が

存 在 す るの で あ る。 成 功 も失 敗 も， 平

安 も不 満 も， 幸 福 も悲 痛 も皆 ， 私 た ち

の 日々 の選 択 にか か って い る。

聖 典 に よれ ば， 個 人 に関 す る最 初 の

ま た最 も重 要 な問 いか け は， 選 択 の 自

由 に関 す る もので あ っ た。 この 世 の 始

ま る前 ， 父 な る神 は天 上 の大 会 議 にお

い て， この地 球 を 組 織 し人 を 住 ま わ せ

る た め の計 画 を提 示 され た。

天 父 の説 明 に よれ ば， 天 父 の 霊 の 子

供 た ち は地 球 に降 って 行 き， 骨 肉 の 体

を得 ， あ らゆ る こ と に試練 を 受 け ， 戒

４７０

め をす べ て 守 るか ど うか 試 され ，天 父

の 御許 に帰 る備 えを す る こ と にな って

い た 。

黎 明 の子 ル シ フ ェ ル は， ひ と り も失

う こ とな く強 制 的 に 全 人類 を 贈 う計 画

を提 示 し，それ に よ っ て 名誉 を求 め た 。

ま た， キ リス トも計 画 を提 示 した 。 こ

の 計 画 は， 天 父 の み こ こ ろ に従 い ， す

べ て の人 に 自 ら選 択 す る こ とを認 め，

その 栄 光 を 天 父 に帰 す ， と い うも ので

あ った 。 そ して キ りス トの計 画 が受 け

入 れ られ た 。 現 在 ， 骨 肉 の体 を も って

こ の地 球 に来 て い る人 は 皆 ， この 大 会

議 に お いて イ エ ス ・キ リス トに従 うこ

と を選 ん だ ので あ る。 サ タ ンは， これ

に背 き， 天 軍 の ３分 の １を動 か して 自

らに従 う者 と した。

モ ー セ の書 の 中 に記 録 され て い る よ

うに， 神 は次 の よ うに言 われ た。

「これ を以 て そ の サ タ ン われ に叛 き

て， われ 主 な る神 の す で に人 に与 えた

る人 の 自由意 志 を 滅 ぼ さん とな し， し

か もま た わ が持 て る権 能 を 自 らに与 う

べ き こ とを 求 め た る に よ り， わ れ わ が

生 み た る独 子 の権 能 に よ りて 彼 を 投 げ

落 さ しめ た り。

而 して彼 は サ タ ン と成 れ り， 実 に あ

らゆ る偽 りの父 な る悪 魔 とな りて 人 を

欺 きだ ま し，以 て わ が声 に聴 き従 わ ぬ

す べ て の者 を欲 す るま ま に虜 となす な

りＱ」 （モー セ ４ ：３， ４）

この 時， サ タ ンは そ の追 従 者 と共 に

私 た ち の 自由意 志 と大 義 とを滅 ぼ そ う

と画 策 した。 サ タ ンは， エ デ ンの 園 に

お い て そ の邪 悪 な業 を開 始 し， 首 尾 よ

くアダ ム とイ ヴ を誘 惑 し， 禁 断 の 実 を

食 べ させ る こ とに成 功 した。

神 は次 の よ うに言 い わ た して お られ

た ので あ る。

「この園 のす べて の樹 よ りは汝 の意

の ま ま に食 うこ とを 許 さ る。

され ど善 悪 を 知 るの 樹 よ りは汝 食 う

べ か らず 。 然 は あれ ど も， 食 う と食 わ

ざ る と は汝 に任 す ， そ は汝 に 与 え られ

たれ ば な り。 … … 」 （モ ー セ ３ ：１６，

１７）

サ タ ン は私 た ちを滅 ぼ そ う と画 策 し

て い るが ， 一 方 ， 救 い主 も次 の よ うに

言 って お られ る。 「… … これ わ が 業 に

して わが 栄 光 ， す な わ ち人 に不 死 不滅

と永 遠 の生 命 とを もた らす な り。」 （モ

ー セ ！ ：３９）

救 い主 は， 全 人類 が 不 死不 滅 を享 受

で き る よ う，そ の生 命 を さ さ げ られ た 。

ま た救 い主 の福 音 と古 今 の予 言者 の教

え を通 じて， 私 た ち は人 生 の 目的 を は

っき りと理 解 し， 善 悪 の 区 別 の仕 方 を

知 っ て お り， ま た戒 めを 守 る者 に はす

べ て， 救 い と昇 栄 が 約 束 され て い る。

だ が， サ タ ン も人 類 を 滅 ぼ そ う と画 策

し， 次 の よ うな こ とを 成 し遂 げ よ う と

絶 えず 働 い て い る ことを 忘 れ て はな ら

な い。 聖 典 に は， 次 の よ う に あ る。

「サ タ ンは人 々を 煽 て 上 げ か くて か

れ らを亡 び に導 か ん とす 。

而 して， か くの如 くサ タ ン は一 つ の

好 計 を企 て て 神 の業 を 破 らん と考 う る

な り。 … …

か くの如 く， サ タ ン は この 世 を こな

た か な た に さ ま よ い歩 きて 人 々の 身 も

霊 も亡 ぼ さ ん とす 。」 （教 義 と聖 約 １０：

２２， ２３， ２７）

サ タ ンの実 在 と そ の力 と影 響 の 大 き

さ と は， エ デ ン の園 で の 最 初 の 誘 惑 以

来 ， 火 を見 る よ りも明 らか で あ る。 サ

タ ン は カ イ ンを そ そ のか し， 弟 アベ ル

を殺 させ た。 こ の殺 人 は非 常 に苦 悩 と

悲 しみ を 引 き起 こ した。 また モル モ ン

経 は， 個 人 にせ よ団 体 にせ よ，主 の教

え に従 う ことを 拒 み ， サ タ ンの 力 に 屈

服 した人 々 が た ど った破 滅 の 事例 で満

ち あふ れ て い る。

聖 書 の中 に も，大 洪 水 の物 語 が あ る 。

当時 ， 民 の 罪 悪 の た め， ノ ア と ノ アの

家 族 を 除 いて ， ひ と り と して 助 か る者

が なか った 。

さ らに， 民 が サ タ ンに従 う こ とを選

ん だ た め に起 こ った ， ソ ドム とゴ モ ラ

の 大 都 市 の 悲 劇 を 知 って い る。 世 の歴

史 で も， ロ ー マ帝 国 の滅 亡 の話 が あ る



救 い 主 は言 って お られ る。 「… … これ わ が 業 に

して わが 栄 光 ，す なわ ち人 に不 死 不 滅 と永 遠 の

生 命 と を も た らす な り。」 （モ ー セ １ ：３９）

し，主に背を向けることを選んだ諸文

明，諸都市，個人の破滅の例は枚挙に

いとまがないほどである。

最近， 「アメ リカの精神を荒廃させ

ている者はだれか」 という意欲的な講

演が行なわれたが，その講演で，ジェ

ンキン・ロイ ド・ジョーンズ氏は，歴

史 という道には，絶命 した国家と滅亡

した帝国の骨が散 らばっている，と語

った。彼の指摘によれば， ローマはそ

の城壁が低かったために滅びたのでは

な く， ローマ自体が低か ったために滅

びたのである。官能 と遊興にふけった

ため，一度鍛え上げられた民の性格が

次第に弱められ， ローマを退廃に導い

たのである。 （アメ リカ新聞論説者協

会において行なわれた講演）

これだけ多 くの事例をあげておけば

義の道を選ばずに悪の道を選んだとき

私たちは自由を失い，また私たちを破

滅に陥れ，義人に与えられる祝福を奪

おうとする者の奴隷になるということ

をさらに確信させるような証拠をこれ

以上あげる必要はないだろう。日々選

択をするとき，私たちは，自分がま く

ものを刈 り取るということを心に留め

ておかなければならない。私たちは，

悪の種をまきながら祝福の実を取 り入

れることはできないのである。ここで

ひとつ物語を しよう。

社会的にかなり成功しているひとり

の人がおり，彼の前途は洋々たるもの

であった。 しか しある日，実業家たち

の昼食会の席上，彼は公の場で酒を飲

と６ば，もっと有名になり，成功 もする

だろうと考えた。間もな く，彼は飲酒

の時間を心待ちにするようになったが

彼の仲間は以前ほ芝顔を見せなくなっ

た。ついに彼はアルコール中毒になり

仕 事 を 失 い，妻 を 失 い，友 を 失 った 。

い ざ決 断 の と き に， 誤 っ た選 択 を した

た め， かつ て は意 気 揚 々 と しか も熱 心

に実 現 を はか って い た も のを す べ て 失

っ て しま っ たの で あ る。

他 方 ， 私 た ち は， エ ジ プ トに売 られ

た ヨセ フの模 範 が あ り， イ ス ラエル の

民 を捕 われ の身 か ら導 き 出 した モ ー セ

の模 範 が あ る。 ま た主 か ら驚 くべ き予

言 を許 され ， し しの 穴 か ら連 れ 出 され

た とき， 「… … そ の身 に なん の害 を も

受 け て い な か っ た。 これ は彼 が 自分 の

神 を頼 み と して い たか らで あ る」 （ダ

ニ エ ル ６ ：２３） と言 われ た ダ ニ エル の

模 範 が あ る。 この人 々 も， 他 の人 々同

様 ， 誘 惑 に対 し断 固 抗 す る勇 気 を 持 ち

義 を選 ぶ 勇気 を持 って い た ので あ り，

そ れ に よ って， 自 ら とそ の民 を 破 滅 か

ら救 った ので あ る。

自己鍛 練 こそ， 私 た ちが 適 正 な 選 択

を行 な って い く上 で ， 必 要 欠 くべ か ら

ざ る もので あ る。 こ ぐこ と よ りも漂 う

こ との方 が ， 登 る こ と よ りも滑 り降 り

る こ との方 が ず っ と容 易 で は あ る。 サ

タ ンは， 私 た ち の道 筋 の そ こか し こに

アル コ ール ， タバ コ，麻 薬， ポ ル ノ，

虚 偽 ， 不 正直 ， そ して甘 言 とい った形

で 誘惑 を ま き散 ら し，何 と して も私 た

ち を悪 事 に走 らせ よ うと絶 えず 待 ちか

ま え て い るの で あ る。

私 た ち は， 今 日の世 界 に これ ほ ど ま

で に は び こ り， 私 た ち を取 り巻 いて い

る悪 に ， い か に対 抗 す る ことが で き る

で あ ろ うか 。 サ タ ンは， 以 前 に も増 し

て ， 人 々 の身 も霊 も 自分 の支 配 下 に お

こ う と して躍 起 に な って い る。 だ が私

た ち は， イ エ ス ・キ リス トの教 え に従

う こ とを 選 び ，私 た ちの影 響 力 を活 動

的 で積 極 的 な 力 に す る こ とに よ って の

み，サタンの計画を妨げることができ

るし，またそうしなければならない。

指導者として，両親として，教師とし

て，また隣人として，あらゆる所に住

む善良な人々で，自由と平和と成功と

幸福とを希求 しゴそして私たちの天父

の御許で永遠の生命を享受 したいと願

う人は皆，私たちを脅かし，私たちと

子供たちの安寧を危うくしているこれ

らの諸勢力に対抗するため，模範 と勧

告により，熱心に働かなければならな

い。抑制と因襲は子供の精神を損 って

いるという声が，今日世界中にあるが

こうした主張に翻弄されたり，惑わさ

れたりしてはならない。抑制も何 もな

い自由奔放な社会では，不品行に対し

何の訓練をも受けない子供たちが育つ

ことになるであろう。こうした考えは

誤っているし，私たちは，次のような

主の勧告にもっとしっかりと耳を傾け

ればよいのである。
「また，シオンまたは組織せられた

るシオンのステーキ部内にて子供を有

する両親あらば，その子供八才の時，

悔改め，生 ける神の子キリス トの信仰

バプテスマと按手による聖霊の賜など

の教義を教えて理解せしめざれば，罪

その両親の頭に留るべし。

また両親はその子供たちに祈ること

と，主の前に正 しく歩む こととを教え

ざるべからず。」（教義 と聖約６８：２５，

２８）

子供 というものは，善悪の区別の方

法を自分で学ぶ ものではない。両親の

方で，子供たちが責任を受ける準備が

できているかどうか，また一子供たちが

正しい判断を下 し，選択すべき２本の

道 と，その選択 した結果 とを正 しく評

価する能力がついたかどうかを決定 し

４７１



脅

だが，サタンも人類を滅ぼそうと画策し，次の

ようなことを成し遂げようと絶えず働いている

ことを忘れてはならない。

～

なければならない。私たちが子供たち
が

を教えるとき，私たちには，子供たち

を訓練する責任があるし，子供たちが

正 しい行ないを していることを見極 め

る責任がある。 しか し，もし子供が泥

で汚れている場合は，子供が成長 して

自分で風呂に入るべきかどうかを決定

できるようになるまで待つ必要は全 く

ない。また病気のときには， 自分で薬

を服用すべきかどうか決断を下す こと

ができるようになるまで待つ必要 もな

い。同 じことが，学校へ行 くことにも

教会に出席することにも言えるのであ

る。模範と説得と愛によって，私たち

は，子供の していることが，その子に

とって最善と考えられるようにしなけ

ればならない。模範の重要さについて

は，強調 しすぎるとい うことはありえ

ない。故 Ｊ・エ ドガー ・フ ー バ ー氏

（前ＦＢ Ｉ長官）は， もし両親が子供

たちを連れて 日曜学校や教会に規則正

しく出席するなら，青少年犯罪の原因

を作 っている勢力に対 し大きな打撃を

加えることができるであろう，と言っ

た。

両親はまた，子供たちの幼ないうち

に，子供たちが神の霊の子供であると

いう輝かしい概念 とその事実を教える

義務があり，イエス ・キリス トの教え

に従 うことを選ぶ道 こそが，現世にお

いても，来世の永遠の生活において も

成功 と幸福を享受できる唯一の道であ

るということを教える義務がある。ま

たサタンが実在 し，あらゆる力をふん

だんに駆使 して子供たちを悪に走 らせ

ようと誘惑 し，子供たちを背教に導 こ

うとし，サタンのとりこに しようとし

また，サタンに従わなかったなら必ず

享受できるはずの至高の幸福 と昇栄 と

４７２

を取 り去って しまおうと懸命になって

いるということをも教 えなければなら

ない。

今 日，私たちそれぞれの地域社会が

直面 している重大問題に対処するため

には，私 たち自身が，徳と義の模範を

示さなければならない。また私たちの

脅威の的 となっている道徳問題に関 し

私たちの立場を明確にするようにしな

ければならない。私たちは，高い霊的

水準を維持 してい くことができずに，

動物的本能 に支配 されるがままの水準

にまで身を落としてしまったか らなど

という馬鹿げた理由で私たちの文明を

滅ぼしたり，堕落 させたりはした くな

い。

ジ ェ ンキ ン ・ロイ ド ・ジ ョー ンズ氏

の言 葉 を も う一 度 引用 しよ う。 彼 は，

私 た ちが 現 在 ， 道 徳 標 準 の崩 壊 と義 憤

の能 力 の鈍 化 とい うふ た つ の危 機 に ひ

ん して い る， と指 摘 して い る。

「今 日の映 画 が
， い ま だ か つ て な か

った ほ ど退廃 的 で あ る とい う こ とを否

定 で き る人 が い るだ ろ うか 。 しか し，，

今 日で は 『退 廃 的 』 とは 言 わ な い 。

「リア リズ ム」 と い う名称 で 正 当化 し

て い るの だ 。 なぜ 私 た ち は馬鹿 に され

るが ま ま にな って い るの か 。 わ いせ つ

と言 って も， 単 に 芸術 の 大胆 な 表現 に

ほか な らず ， そ うい った放 蕩 ぶ りを描

くこ と は， 実 際 に は社 会批 判 な ん で す

よ， な ど と言 わ れ て ， な ぜ い か に もわ

か った よ うな顔 を して黙 って うな ず い

て い るの か 。 … …

私 た ちな ， 現 在 な い が しろに され て

い る寛 容 の原 理 を再 検 討 す る時 期 に 来

て い る。 こ の寛 容 の 原 理 を ， 自由 の 原

理 と混 同 して は な らな い。 ……

故 意 に悪 事 を犯 せ ば ， 旧 来 通 り，何

らごまかしのきかない罪に問われる，

という概念が今でも残 っているという

ことを今こそ示すときである。 自己鍛

練ということを，今再び，今 日の風潮

としなければな らないときである。」

それと同時に，こういった悪い風潮

はみな，サタンが人類を滅ぼそうとし

て企てていることであるということを

認識するときで もある。書店の店頭 に

テレビに， ラジオに，あるいは娯楽の

場に，ポルノやわいせつ物が見 られる

なら，また経験の浅い青少年に容易に

アルコール類を売 ってしまい，それに

伴う飲酒運転，交通事故，家庭の崩壊

などの諸悪を助長するような人々がい

るなら，また，神の戒めを無視 しては

ばからないような法律の横行に脅かさ

れているのなら，一致団結 して声をあ

げ，私たち自身 と私たちの地域社会を

そのような悪の侵略から守 ることは，

個人としての私たちの義務であり，責

任である。私たちの地域社会で，道徳

と子供たちの生命そのものまでをも脅

か している不道徳 と邪悪にに対抗する

ことは，私たちにとって極めて重要な

ことである。

自分の権利を主張し，不義な目的を

遂げるために，いわゆる自由意志を行

使 したがっている人々は， 自由意志の

意味を悪用し，他の人々の権利をも奪

っているのである。私たちの直面 して

いる問題の多 くは，故意に，利己的で

非道な利益を図っている人々によって

引き起こされているが，一方，他の問

題の原因をつ くっている騒々しい，迷

える人々も少数ながらいる。私たちの

方でも同 じように，私たちの環境の保

全のために，声を大にしてしっか りと

私たちの努力を推 し進めなければなら



そ れ で あ る か ら， 人 はみ な 現 世 に於 て 自由 で

あ り， お よ そ人 間 の た め にな る もの は 何 で も

与 え られ る。 … … （皿ニ ー フ ァイ ２ ：２７）

ない。こうした状況でこそ，私たちは

家族の強い結束を享受できるのであり

その結束 こそが国の強 さなのである。

世界各地でまるで申し合わせたかのよ

うに家族のきずなを破滅 しようという

動きが見 られるが，私たちはこれに断

固として反対 しなければならない。

今日の世界に顕著な，戦争，死，災

害，貧困，疫病などの恐ろしい状況に

ついて熟慮するとき，なぜ神は私たち

がかように騒然たる状況に悩むのを黙

って見ておられるのかという質問がた

びたび発せられるが，人 自身にその責

任があることを忘れてはならない。た

とえ無垢な者が邪悪な者に悩む状態が

多 く見受けられようとも，今 日国内に

広 くはび こっているあらゆる闘争，論

争，邪悪な原因は，人がイエス ・キ リ

ス トの教えに従って生活することを受

け入れず，サタンに従うことを選んだ

ことにあるのである。時の 始 ま り以

来，私たちのために与えられた神の御

計画に従つて進歩するためには，あら

ゆることに反対のものがなければなら

ないことを教えられてきている。再び

聖典の言葉に目を向けてみよう。

「それは，すべての物事には必ずそ

の反対の ものがなければならぬからで

ある。……もしも物事にその反対のも

のがないならば，正義も不正 も聖潔 も

憐むべき様も善も悪も生ずることがで

きぬ。……

それであるから，主なる神は随意に

行 う自由を人間に許 したもうた。しか

し人間はもしもあれに誘われこれに誘

われなければ，随意に選び行 うことは

できないのであ６。

それであるから，人はみな現世に於

て自由であり，およそ人間のためにな

るものは何で も与えられる。そして万

人に為 したもうメシヤの大いなる賢い

仲裁によって 自由と永遠の生命とを選

ぶか，または悪魔は万人が自分のよう

にみじめになることを求め て い る か

ら，その束縛 と力とに由って定まる束

縛 と死とを選ぶか，これは全 く人間の

自由である。」（皿ニーファ’イ２：１１，

１６，２７）

人類はみじめになるために創造 され

たのではない。 「人類が現世に在 るの

は幸福を得んため」 （皿ニーファイ２

：３５）だからである。神は，私たちが

選択する上で，私たちを助け，導 くた

めに，またサタンの力に対抗す るため

に，私たち皆が求めている喜びと幸福

を私たちに与 えるために，御子イエス

・キリス トを通 じてこの末の世に完全

な福音を有する神の教会，すなわち神

の王国を地上に再び打 ち建てられるこ

とをよしとされたのである。神 は神の

御名によって働 く機能である神権を回

復され，私たちを導 くために，神の代

弁者 となって働 く予言者を召された。

私は，数百万の聖徒と共に，福音のみ

が，理解の及ぼぬほどの幸福と平安へ

導いてくれる唯一真実の道であり，ま

た福音を受け入れて戒めを守るすべて

の人にとって，永遠の生命への道とな

ることを世界中の人々に証 したいと思

う。

確かに日々の生活において，私たち

は，良い実を刈り入れるか，悪い実を

刈り入れるか，救いを選ぶか，破壊を

選ぶか，私たちの天父 と共に住むこと

のできる永遠の生命をとるか，天父の

御許から投げ落とされて絶望の淵に沈

むか，といった決断にせま られ て い

る。 ま た 毎 日， 永 遠 の 父 な る神 と そ の

御 子 イ エ ス ・キ リス トの存 在 を信 ず る

か ど うか ， ま た そ の教 え を受 け入 れ ，．

戒 めを 守 るか ど うか， と い う こと を決

断 す るの で あ る。

ハ ロル ド ・Ｂ ・リー大 管 長 が確 か に

主 の 代弁 者 で あ り，今 日 この地 上 に お

け る神 の子 供 た ち の指 導 者 で あ る とい

う確 固 た る証 を持 ち つ つ も， 彼 を神 の

予 言 者 と して 受 け 入 れ る か ど うか， 彼

の 声 に耳 を傾 け るか ど うか ， 彼 に従 っ

て い くか ど うか， 私 た ち は毎 日決 断 を

下 す の で あ る。 さ らに喜 ん で信 仰 箇 条

に 従 って生 活 し， 正 直 で， 真 実 で， 貞

潔 で ，優 し く， 高潔 で， 誉 れ高 く， 同

胞 との取 り引 きに公 正 で， しか も同胞

に 良 き隣 人 と して 愛 を示 す か ど うか に

つ い て も決 断 を下 す の で あ る。 まず 神

の 国 と神 の義 とを 求 め る こ とを選 ん だ

ら， 私 た ち の た め に な る他 の もの は す

べ て 添 え て与 え られ る ζ とを知 る こ と

が で き るに違 い な い。

予 言 者 の 声 に耳 を傾 け， そ の言 葉 に

従 った ら，私 た ちは決 して道 を踏 み は

ず す こ と はな い 。 ま た ， そ う して い る

と き に は，私 た ち は真 理 と義 の道 に導

か れ て お り， ま た 私 た ち の 同胞 の愛 と

尊 敬 と信 頼 とを勝 ち得 る こ とが で き必

つ い に は， 天 の 御 父 の 御許 で 永遠 の生

命 を 享 受 す る こ とが で き るの で あ る。

そ うで ない とす れ ば ，私 た ち は ， この

あ らゆ る偉 大 な 祝 福 を拒 み ，失 う こ と

に な るの で あ る。

「然 はあ れ ど も
，食 う と食 わ ざ る と

は汝 に 任 す 。」

私 た ちが 賢 明 に 選 ぶ こ とが で き るよ

う， イ エス ・キ リス トの 御 名 に よ り心 』・

か ら祈 る もの で あ る。 ア ー メ ン。
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人 神の子

人が神の子であるという知識は私た

ちが持ちうる知識の中で，最も重要な

ものである。このような知識は霊感を

受けない者にとっては，何ら理解でき

るものではない。

第二副管長

マ リ オ ン ・Ｇ ・ ロ ム ニ ー

私が力説 したい と思 ってい る真理は，死

すべ き体を持つ私た ちが，実際，文字通 り

神の子であ る∫ とい うことであ る。 もし人

が この真理を理解 し，信 じ，受 け入れ，そ

して， それ に従 って生活す るな ら，私た ち

の枯渇寸前 の社 会はいや され，改革 され る

で あろ う。 さらに人 もまた， この現世 にお

いて平安 を得，来世 において は永遠の喜び

を得 るで あろ う。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の会員 は

この概念 を，当教 会の神学 における根本教

義 として受 け入 れている。 この概念 の意味

す る ところを充分認識 したい と老 えている

人 々は， この概念 に従 って自分 の生活 を律

してい る。 また， この概念 は，教 会員 のあ
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らゆ る思想や行動 に意義 と方向づけを与え

るもので ある。 これは皆，教会員が，動植

物 の世界で も，人 間の世界で も，子孫が繁

殖す れば，その成長 の暁 には親 と同形 にな

る とい う普遍的 な自然 の法則 が存在す るこ

とを知 っているか らである。

教 会員 は， この ことか ら，全 く同 じ法則

が神 の子 に関 して も成立 する ことを正 しく

論証 してい る。 それゆえ，教 会員 の目標 は

いつの 日か天の父母のよ うになるこ とであ

る。

教 会員 は これを論証 す るだけではない。

神 が，人 に永遠 の生 命を もた らすのは神 の

業であ り，神 の栄 光であ る（モーセ １ １３９）

とい うことを啓 示 されたために，教 会員は

いつかそ うなれ ることを知 ってい るのであ

る。 この永遠の生命 こそ，神 が現在 持ちた

もう生命であ る。

最初の人であ るアダ ムは， 自分 が神 の子

であ ることを知 っていた。 アダ ムは，堕落

の前 には， エデ ンの園で神 と共 に歩 き，神

と共 に話 していお。堕落 の後， 「アダ ムと

その妻 イヴ主の御名を呼びた るに， エデ ン
みち

の園 を指 して行 く途の かなた より声聞 えて

彼 らに語 りたまえる……。」（モー セ ５ ：４，

５）

その後 ，主 はふ た りに福音 の計画 を教 え

るためひ とりの天使 を遣 わ された。 そこで

「アダム とイヴ とは神 の御名 を讃 あ
，息子

娘 らにすべ ての事 を 知 らしめた り。」 する

と 「サ タン彼 らの中に来 りて言 いけ るは，

・・アダム とイヴの言を信 ず るなかれ， と。

されば，彼 らアダム とイヴの言を信 ずる こ

とな くサ タンを神 よ りも愛でた り。 人はそ

の時よ り，肉体，肉欲，悪魔 に従 う者 とな

り始めた り。」（モーセ ５ ＝１２，１３）

その とき以来今 日に至 るまで，大 部分の

人 々は， アダ ムの子孫の最初の世代のよ う

に， 「アダ ムとイヴの言を信 ずる こと」が

な くな って しま った。 しか し神は， アダ ム

か らノアに至 るまで，あ らゆ る予言者 た ち

に御言葉を繰 り返 し啓示 して おられ る。ま

た同様 にアブラハ ムにも啓示 され，またモ

ー セが， 「い と高 き山の中 に捉え られ行 き

し」 ときにも啓示 された。

「モー セ神 と顔を合せて相見，神 と相語

りける……。

神，モーセに語 りて言 いたまえ り。見 よ

われは全能の主 な る神 ……な り。 ……

見よ，汝はわが子な り。

わが子モーセよ，われ汝に為 さしむ る一

つの業あ り。而 して汝はわが生みた る独子

の生写 しな り，わが生みた る独子は今 も将

来 も救 い主 とな らん。 そは彼は恩恵 と真理

に充て る者なればな り。……

さて見 よ，わが子 モーセよ。 われ この一

事 を汝 に示す。 そは汝 この世 に在れば，今

や われ汝 にそれ を示す なり。」 （モーセ １ ；

１－ ４， ６， ７）

この短 い聖句 の中で，主 は ３度 まで モー

セを 「わが子」 と呼ん でお られ る。

パ ウ ロも， ア レオパ ゴスの評議所での偉

大 な説教 の中で，神 につ いて次の よ うに語

った。 「われわれは神 の うちに生 き，動 き

存 在 している……。 われわれは……その子

孫 であ る。」（使徒１７：２８）

ショセ ブ ・ス ミス とオ リバー ・カウ ドリ

は 「主 は実に生 きた もう」 と高 らかに宣言

した。

「われ らは，彼 ……を見 た り。 また……

証 した もう声を聞け り。

すなわ ち諸 々の世界は彼 の手によ り，彼

の手を経て，また彼 に因 りて先 に作 られ，

また現 に作 られ， これ に住 む者 たち も皆神

より生れ たる息子 と娘な ることを証 した も

う。」 （教義 と聖約１６：２２－２４）

「神 より生れた る息子 と娘」 とあ る。私

たち皆 が，肉親 の父か ら生まれた息子 と娘

である と知 って いる今， この聖句 は，在来

の知識 に照 らしてみ るとき，真実であ ると

言 えるだろ うか。確か に真実であ る。人間

とい うものが，骨肉 の体で包 まれた霊を持

つ 二元 的な存在 であるため， この聖句は真

実 なのである。啓示 には次 のよ うにある。

「人間は霊 と体 とよ り成 る。」 （教義 と聖約

８８；１５） 人の肉親 の父 が人 の死すべ き体 の

父であ ると同 じよ うに，神 は人 の霊 の父で

あ る。

霊の性質 は聖典 の中に明確 に啓示 されて

い る。 モルモ ン経 イテル書第 ３章 には，霊

についての克 明な描 写が記録 されている。

特に この箇所は，霊体 としてのイエス ・キ

リス トの現われの記録 であ り， この出来事

は， イエス ・キ リス トが肉の身でマ リヤの



もとに生まれ る，およそ ２，２００年前 の こと

であ る。記録 によれば， イエスは，人の姿

かた ちを して ジェ レドの兄弟の前 に立ち，

次の よ うに言われた， とあ る。

「見 よ， ……わ れはイエス ・キ リス トな

り。・・・…

……汝 らがわが形 にかた どりて造 られた

ることを今汝 は見ずや。最初 に一切の人 々

はわが形 にかた ど りて造 られた り。

見 よ，今汝が見 るこの体 は，わが霊体 な

り。わ れはわが霊 の体 にか たど りて 造 れ

り。わ れは今わが霊 のまま汝 に現わ るると

同 じ形 の肉体 を具 えてわが民 にもまた現わ

れん 。」 （イテル ３ ：１４－１６）

この真理 を再確認す るべ く， イエスは１８

３３年 ， ジョセブ ・ス ミスに次の よ うに言わ

れた。

「……太初 にわれ御父 と共 に在 りき。わ

れはその ｒ長子』 （もちろん， 霊 の長子，

の意 味） な り。

汝 らもまた太初 に御父 と共 に在 りき。

「みたま』 ……なる御父 と共 に在 りき。」

（教義 と聖 約９３：２１，２３）

私 たちは，前世 の状態 における霊 につ い

て も， アブ ラハムに与え られた示現 の記録

か らい くば くかの知 識を得 ている。 この示

現の中で， アブラハ ムは，天上 の大会議 に

集 う大勢の霊を示 された。 この大会議 では

地球の創造 に関す る問題 が熟考 ざ れ て い

た。 そこは霊た ちが降 って行 き，骨肉の体

を得て人間 にな るはずの場所であ った。．こ

の計画では，死すべ き状態で試 しの期間が

あった あ と死ぬ ことにな っていた。つ まり

永遠 の霊 の体 と朽 ちるはず の死すべ き体 と

が分離 するはずで あった。 その後，復活 の

ときに，ふ たつの体 は再 びひとつ になって

不死不滅 の体 になるのである。

アブ ラハムはまた， この地上 での務 めの

間に忠実であ ることを証明 した ら，復活体

とな って，霊の父であ る天父の御 許に帰 る

ことを許 され，また永遠 の進歩 が享受でき

ることを知 った。 次の聖 句は アブラハ ムの

書の中 にあ る言葉であ る。

「さて，主はわれ アブ ラハ ムに， この世

に先だ ちて組織 された る英智た ちを見せた

まいた１りき。…… 、

神 ，これ らの霊 を善 しと見た まい，……

言 いたまえ り， これ らの者 をわ が統治者 と

なさん。神 ，霊 な りしこれ らの者 の中に立

ちて……われに言 いたまいけるは，アブ ラ

ハムよ，汝 は これ らの者 の一入 な り。汝 は

生れざ る前 に選ばれた り， と。

これ らの者 の中に，神 の如き者 （霊 の長

子であ るイエス ・キ リス トの こと） 一人立

ちて共に在 りし者 たちに言いけ るは，われ

ら降 り行かん。 か しこに空聞あればな り。

而 して これ らの材料 を とりて， これ らの者

の住 まうべ き地を造 らん。

而 して， これによ り彼 らを試 し，祠 にて

もあれ，主 な る彼 らの神 の命 じたまわんす

べての ことを彼 らが為すや否やを見ん。

而 して，最初の位を保 つ者 は更 に附け加

え られ （これは，私 たちの ことを指 してい

る。 私た ちは最初の位を保 ったため， さら

に附 け加え られて，死すべ き体 を得たので

．あ る），∴…第二の位 （つま り， この世の

生涯）を保つ者は， とこしえ に栄光をその

頭 に附 け加 えられん 。」 （アブラハ ム ３ ：２２

－２６）

人 の高遠 な位 に関す る真理が， この よう

に啓示 されて いるので ある。

一方， これ と対照的 に，人が その本質 に

関す る神 の啓示 の御言葉 を拒ん だ結果 とし ．

て生 じた堕落 の状態を見事 に描写 した ，ア

レクサ ンダー ・ポープ＊ の詩 を考 えてみる

とよい。 ポープは，次 のよ うに描写 してい

る。

「いずれの地 位にあ るものか

谷 間の うちにおかれた り

賢けれ ども陰 にして

偉大なれ ども粗 野な りき

あ またの知識 に恵まれ ど ．

懐疑のため に旗：をあげ

あまた の弱 さ見 い出せ ど

克 己の誇 り胸 に満つ

赴 くべ きか居 るべ きか

悩み し問に答得ず

己は神 かそれ とも獣

いず れの道 にも迷 いた り

霊を選 ぶかはたまた肉か

いずれの問にも答得ず

死 ぬ るを もって生 を受け

誤 りを もて正 となす

無知な ることは この如 く

その理知 もまた然 り

卑 しむべ きか誉むべ きか

常 に思案の的 とな る

思考 と熱意が千 々乱れ

あ らゆることに乱れた り

悪 を受 けるや それ とも為すや

とどまることな きこの思案

高 きを望 みつ低 きも望む

被造物 の習 いな り

万物 の王 たる主 なれ ど

よろず のえ じきともなれ り
はんがん

真理 の判官 自負す れど

誤 りもまた限 りなし

栄光嘲笑共 に受 け

不可解 なるはこの身な り

定め られた る星 の ごと

ひ とつ ところに とどまれ り

生み，増 え，地 には満つ る とも

やがて朽 ちるを定 め とす……

世の広大な海原 に

人生航路 の帆あげて

あまたの望 み抱 き しが

情欲の風 起 こりた り……

か くして胸 に湧 き出ず る

俗世の王た る情欲は

アロ ンの投ぜ し蛇の ごと

正 しき望み飲み ほせ り」

（「人間論」第２巻 三条支部 吉田博訳）

人 は神 の子 などで はないという理論は，

これまで，人 の霊 の成長 を阻害 し，道徳を

低下 させ る主要 な原因 であったが，人 々が

この理論 を受 け入 れ， この理論 に基づ いて

行 動 している限 り， これは将来 も変わ る詳

とはないであろ う。

そ うな ることは，は っき りと予想 できた

のであ る。 このよ うな理論 の信奉者 は，ポ

ー プが持 った 「己は神 か，それ とも獣」 と

い う疑問が起 きれば，す ぐに 「獣 」の方 に

味方す ることに決めてい るし， 「霊を選 ぶ

か， はた また肉か」 とい う疑問には 「肉」

の方 に味方す ることに決めてい る の で あ

る。

人 は獣であ るとい う考 えは，責任感か ら

解放 して くれ る し， 「われ らは明 日死ぬか

も知 れないか ら，飲 んだり食 った りして楽
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しめ」 とい う宿命論 的な態度を助長す るこ

とに もな る。 だが実際には，そのよ うな人

は， ポープの詩にあ るよ うな人間 にな って

しま うのであ る。

「定め られた る星の ごと

ひ とつ ところ にとどまれ り

∴！生 み
，増 え，地 には満 つ るとも

やがて朽 ち るを定め とす……

世 の広大 な海原 に

人生航路 の帆 あげて

あまたの望 み抱 き しが

情欲 の風起 こりた り……

か くして胸 に湧 き出ず る

俗世 の王 たる情欲 は

ア ロンの投ぜ し蛇 の ごと

正 しき望み飲 みほせ り」

愛す る兄弟姉妹 たちよ，人 は神 の子 であ

り， いわば胚 の状態 の神 である とい うこと

が真理 なのである。心 の義 しい人 は皆，子

供 たちが次 のよ うに歌 うのに，全 く同意 で

きるであろ う。

「神 の子です わ た しや あなた

いろんなお恵 み 感謝 します ……

み こ ころ行 ない また天 に住む

わ た しを助 けて 導 いて

いつ かみ も とへ 行 けるよ うに」

（ナオ ミ ・Ｗ ・ラン ドー ル作詞）

・人が神の子 である とい う知識 は
，私 たち

が持 ちうる知識 の中で，最 も重要 なもので

ある。 このよ うな知識 は，霊感 を受 けない

者 にとって は，何 ら理解で きるもので はな

い。いかな る理論，科学，哲学， また いか

な る分野の この世の学問を動員 して も， こ

の知識を得 ることはで きなか った し，今後

もで きないであ ろう。 また， この ような学

問の方法を用いて，その研究が限界 に来て

い る人 々は，昔か ら常にそ うであ ったよ う

に， 「常に学んではい るが，いつ にな って

も真理の知識 に達す ることが で き な い」

（皿テモテ ３ ＝７） のであ る。

この ような知識を得 ることので きる唯一

の手段は，神か らの啓 示であ る。 幸いな こ

とに今 まで引用 して きた ように，私た ちに

は， アダムか ら今 日に至 るまで，繰 り返 し

４７６

啓 示 されて きた御言葉 があ る。

自分 が神 か ら生まれた息子，娘であ るとい

う知 識を受け入れ，信 じ，かつ聖霊の力 に

よ ってその証 を得 た人 の熱意 や願望 や行動

の動機は，他の ことを信 じてい る人の熱意

とは非常 に異 な ってい る。 ちょうど，成長

してい るぶ どうの木が，切 り落 とされた枝

とは全 く異 なって いるような ものであ る。

自分が神 の子で あると知 って いる人 は，

「己 は神か，それ とも獣」か，な どと疑問

に思 うことはない し， 「思考……が千 々乱

れ」 ることも， 「情欲」 に駆 り立て られ る

ことも， 「あ らゆる ことに乱 れ」 る ことも

決 してない。 また 「定 め られた る星の ごと

ひ とつ ところに とどまれ り。 生み，増え，

地 には満つ るとも，や がて朽 ちるを定 め と

す」 とい うこともない。 それ どころか，聖

典 が教 えているよ う．に， 自分 には天賦の能

力が与え られて おり，子孫を生み出す こと

ので きる他 のあ らゆ るもの同様，成長の暁

には，天 の父母 のよ うな状態 に到達 で き，

「とこしえ に栄光 をその頭に附 け 加 え ら

れ」 （アブ ラハム ３ ：２６）ると考 えてい るの

で ある。 これ こそ，人の 目指 すべ き目標 で

ある。

また，十戒 を受け入 れ，山上の垂訓 を受

け入れ，知 恵の言葉を受け入れ，律法 とし

て神 か ら与 え られたあ らゆる指示 と戒 めを

受 け入れ， 自分 が生命 を ささげたはず の目

標 に到達 す るのに絶対必 要なすべての戒 め

を受 け入 れ るのであ る。

そ して，救 い主 の次 の呼びかけに心 か ら

応 じよ うとする。

「すべて重荷 を負 うて苦労 してい る者 は

わ た しのも とにきな さい。 あなたがたを休

ませてあ げよ う。」 （マ タイ１１：２８）

また救い主の チ ャレンジにも応ず る。

「……わ れまたは天 にま します汝 らの父

が完全な るごと く，汝 らもまた完全 とな ら

ん ことを 。」 （皿ニーフ ァイ１２・・４８）

また，賢明で適切な答 えが，主 の次 の戒

め に耳 を傾 ける ことであ ることを知 ってい

る。

「……汝 ら永遠 の生命な る言 に勉めて心

を留 めよ。 そは，汝 ら神 の口よ り出ず るす

べて の言 によりて生 くべ ければ な り。」 （教

義 と聖 約８４：４３，４４）

脅

また，そのよ うな人 は，次の主 の約束 を

絶 対的に信 じてい る。

「その罪を捨 ててわれに来 り，わ が名 を

呼ぴ，わが声 に従 い，わが誠命 を守 るあ ら

ゆ る人 々は，わが面 を見て われ在 るを知 る

ことあ らん。」 （教義 と聖約９３：１）

また， ヨブ と共 に次のよ うに叫ぶ。

「わた しは知 る，わた しをあが な う者 は

生 きてお られる，末 の 日に彼 は必ず地 の上

に立たれ る。

わた しの皮 の うじが この体 を滅 ぼ したの

ち，わた しは肉に在 りて神 を見 る で あ ろ

う。」 （欽定訳 ヨブ１９：２５，２６）

また， アルマ と同 じ熱意 を持つ。

「ああ私 が天 使にな って私 の心 の願 いを

達 す ることがで きた ら善い ものを。私 の願

い とは出て行 って神 の ラッパのよ うに地 を

震わせ る声で話 し，万 民に悔 改あをすすめ

ることであ る。

ま ことに私 は雷のよ うな声で悔 改め と瞬

いの計画 とを万 人に宣 べ伝 え，もはや全地

の上に悲 しみのないよ うに悔 い改 めて私 た

ちの神 に立ち帰 れ と万 人にすすめよ うと願

う。」 （アルマ２９：１， ２）

そ して，最後 に，ニー ファイ と共 に次 の

よ うに決心 するのであ る。

「私 は，主 が命 じた もうことを行 って行

う。私 は，主 が命 じた もうことには，人 が

それを為 しとげるために前 以てある方法 が

備 えて あ り， それで な くて は，主 は何 の命

令 も人 に下 したまわ ないこ とを承知 して い

るか らで ある。」 （１ニー ファイ ３ ：７）

以上 の ことに，私 の証 をつ け加 えたい と

思 う。私 は自分 が神 の子で あるこ とを， ま

た愛す る聴衆で あるあなた方 も皆 ，神 の息

子 ，娘 であるこ とを知 って いる。 さ らに，

この知識 が私 たちの生活 で立派 に実 を結べ

ば，私 たちは，救 い主 であるイエス ・キ リ

ス トの噴 いの犠牲 によって，必ず天父の御

許 に帰 ることが できる ことを知 って いる。

イエス ・キ リス トの御名 によ り， この証を

申 し上げ る。 アー メ ン。

＊ア レクサ ソ ダ ー ・ポ ー プ （１６８８－ １７４４） イ

ギ リスの 詩 人



教会幹部の話

大 管 長 ハ ロ ル ド ・ Ｂ ・ リ ー

「さ て
，

あ な た は な ぜ

伝 道 に 出 た い

の で す か、

磁 ．

％ ｒ’雛 縁

．ご㌶ 熟

謙

鍾 、

あ るス テ ーキ部 大 会 で の こ とだ った 。

私 は， 幾 人 か の宣 教 師 候 補 者 と面 接 す

る こ とに な って い た 。 ひ と りの青 年 の

番 に な って ， ス テ ーキ 部長 が私 に言 っ

た 。 「次 は非 常 に つ らい経 験 を した青

年 で す 。軍 隊 か ら帰 った ばか りな ん で

す が， 戦 闘神 経 症 に か か って しま っ た

ん で す。 伝 道 で き る状 態 か ど うか 念 入

りに面 接 され た方 が い い と思 い ます 。」

そ れ で私 は そ の 少年 と会 い， こ う話

・しま した
。 「さて， あ な た はな ぜ 伝 道

に 出 た い の で すか 。 あ な た は そ ん な恐

ろ しい 経 験 を して きて もな お， 本 当 に

伝 道 に 出 た い と思 って い る ので す か 。」

彼 は老 え込 ん で い ま したが ， 少 し し

て こ う答 え ま した。 「リー長 老 ， 私 は

軍 隊 に入 る前 に一 度 も家 か ら離 れ た こ

とは あ りませ んで した 。 軍 の キ ャ ン プ

に着 い てか らと い うもの ，起 きて い る

間聞 こえて くるの臆 ， ひ わ い な 神 を 冒

と くす る言 葉 ば か りで した。 私 は， 自

分で何か心の純潔 さというようなもの

を失っていくように感 じて， この恐ろ

しい悪に染まらないだけの力を与えて

くれるよう神に祈 り求めました。神は

私の祈 りを聞かれ，私に力を与えて下

さいました。それから私たちは訓練に

入 りました。訓練は厳 しく，私はそれ

をやり通すことができるよう，肉体的

な力を神に祈 り求めました。すると神

は私の祈 りを聞かれました。私たちは

最前線に向かって進みました。大砲の

炸烈音やライフルの音を耳にし，幾度

となくざんごうの中に身をかがめま し

た。指を出したらす ぐにでも銃弾で吹

き飛ばされて しまいそうで した。あま

りにすさまじい戦いで，私はおびえて

しまいました。その場に身を横たえ，

ただ戦いがすむのを待 っていたいと思

ったほどです。 しかし私は，そこでの

義務を為 し遂げる勇気を与えて くれ る

ように，神に祈 りました。主は私の祈

りをお聞きになり，勇気を授けて下さ

いました。それか ら私は偵察隊にまわ

されました。敵を捜 し出 して，攻撃場

所を味方に無線通信する役 目です。通

信が途絶えている間に敵に取 り囲まれ

て逃げ場を失い，これでもう終 りだと

思ったことも何度かありました。私は

私を守 り導いて安全に帰させて くれる

唯一つのよりどころに守護を求めまし

た。神は私の祈 りを聞かれました。 り

一兄弟，私はそのようにして無事に帰

って来たのです。・それで私は，祈った

ときに力を下さった神，私たちの天父

にお礼を言いたいのです。」 彼はさら

に続 けて言った。 「私の伝道に出る目

的は，日曜学校やセ ミナリー，神権会

のクラス，そして家庭で学んだ信仰に

ついて人々に教えることです。困難な

経験を通 して私を導いてくれたあの力

をほかの人にも持 って もらいたいので

す。」
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一 日本 伝 道 部

１９７３Ｍ ＩＡ コ ン フ ァ レ ン ス

一信 仰 と 親 睦一

待 ちに待 ったＭ ＩＡ コンファレ

ンスがや って きま した。 ８月 ２日

（木）～ ８月 ５日（日）まで ３泊 ４日

の 日程で，群馬県前橋市か らバ ス

で４０分，赤城 山連峰 の中腹 にあ る

国立赤城青年 の家 に， １０８人の兄

弟姉妹 が参加 して開 かれ ま した。

今回出席 した最年少者 は１３歳 が ３

人，最 年長者 は６０代 と幅広 く集 い

ま した。森 林 に囲 まれ，小鳥 のさ

えす りやせみ の声 ， う ぐいすの鳴

き声が 聞 こえ， 自然が私た ちを迎

えて くれ ま した。

内 藤 亜 沙 子
伝道部 ＹＷＭ ＩＡ会長

初 日２日（木）は夜 ７時か らグ ラ

ン ドで フ ァイヤ ース トームをた き

兄弟姉妹が浴衣姿 で，各 ブロ ック

の鳴 り物入 り，民謡，紹介な どを

織 りまぜ なが ら歓迎パ ーテ ィー。

互 いに親睦を深 め合 いま した。

３日（金）は 「信仰 と親睦」 とい

うテーマで セ ミナーやスポーツの

祭典 が行 われ， リレーや混合騎馬

戦 な どこの 日 １日でみ んな真黒 に

日焼 け しま した。午後 ７時，激 し

い雷雨 とともに ドラマ祭 が始 まり

西地方部 は ロー ドショー 「じゅげ

む じゅげむ」 を演 じました。 また

東地方部 の開拓者 の様子 を演 じた

ドラマは，当時 の開拓者 の心 を再

び思い起 こさせ ，感激 で胸が一杯

にな りま した。

ドラマ祭 が終 る頃 は雷 も雨 もす

っか り上 が って いま した。

４日（土），前 日よ り続 くセ ミナ

ーで は，教 える者，参加す る者 と

もに強い証を得 ることがで きま し

た。 ここにセ ミナ ーの教師 の証 を

少 しご紹介 しま しょう。 「若 い兄

弟姉妹た ちの生 き生 きとした証 を

聞 くのは本当に素 晴 らしい機会 で

あ り，特権で した。Ｍ ＩＡ大会 に

参加 した兄弟姉妹達の 目の輝 きを

見た とき，会員ひ と りひ と りの主

体的 に参加す ることが，いかに大

切 か とい うこ とを知 りま した。参

加 したひ とりひ とりが ｒ自分が こ

の大会 を運営 して いるんだ」 とい

う充実感 があ った のですね。来年

のＭ ＩＡ大会 にはも っと多 くの兄

弟姉妹 が参加 出来 るよ う，充分 チ

ャレンジす るつ もりで います。私

だけ 『祝福 を受 けた』 と言 って喜

４７８



んでいて も仕方 あ りま せ ん か ら

ね。私よ りも，若 い人 々に もっと

もっと成長 して も らわな ければ…

・・ ●

ｏ

夏 のプ ログラムに一 段落 をつ け

た今 また新たに，一生 懸命主 の御

業 に励みたい と思 って お ります。

体 が い くつ あって も足 りない毎 日

です。セ ミナーの生徒 た ちに も手

紙を書か なければな りません し…

…。セ ミナーの責任 を与 えて下 さ

り，本 当にあ りが とうござい ま し

た，微力ですが何 とかや らせてい

た だき，心か ら感謝 して います。

セ ミナーの生徒 たちを愛す るこ と

を覚 えま した。祝福です 。」

５日（日）は午前 ７時 か ら群馬支

部 にて断食聖餐証会 が行 われ，約

６０名の兄 弟姉妹 が証 を しま した。

そのひ とりび とりが，本 当に強 い

気 持を もち， 自分 たちの与 え られ

た責任 を果す ことが どれだけ大切

かを学び とる事 が出来 ， この ４日

間の フ ィナ ーレを飾 りま した。

家族 の一致

石 井 猛

福岡支部

日本で一番酒癖の悪かった私がここ

に証の出来ることを感謝致 します。バ

プテスマを受けて早 くも９年になりま

すが，教会を知るまで毎日酒を飲んで

その度ごとに妻を泣かせ子を顧みず，

家庭の平和はよそ事のようで した。そ

の私が主の愛と兄弟姉妹の愛によって

進歩することが出来ま したことを感謝

致 します。聖書の中に 「わたしにむか

って 『主よ，主よ』と言 う者が，みな

天国にはいるのではな く，ただ，天に

いますわが父の御旨を行 う者だけがは

いるのである。」（マタイ７：２１）とい

う聖句があります。

私は渡辺伝道部長さんが西部伝道部

に赴任 されて来たときに病院に入院し

ておりました。第 １回の日曜日に病院

に来て下さり，私の体に灌油の儀式を

施 して下さいま した。それから半年入

院 してか ら退院 してこんなに元気な体

になりました。そのとき私 は本当に泣

いて喜びました。 しか しのどもと過ぎ

れば熱さを忘るで，私そのときの感激

を忘れて去年の今頃教会より少 し遠 ざ

かっていました，といいますのは，聖餐

式が済んだらどんなふうにして帰ろう

か。支部長さんに見つか らないように

帰 る方法をいつも考えていました。今

なら玄関にいらっしゃらないか らと思

い帰ろうとしていると支部長さんがど

こからか現われるのです。そんなとき

支部長 さんが憎かったのです。支部長

さんはそんな私をいつも心配 して下さ

いま した。私たちの喜びは支部長さん

の喜びであり，天父の喜びです。又私

たちの悲しみは支部長さんの悲 しみで

あり，天父の悲しみです。

その頃，支部長さんは私に色々な責

任を与えて下さいましたが，いつも断

わっていま した。それにもかかわらず

日曜学校の副会長の責任を私に与えて

下さいま した。私は一生懸命にその責

任に向かって適進致 しました。会員と

１鷺薦灘鍵
う と張 り切 って 出 席 しま した 。 そ の 日 １欝

日曜学校の臨時教師の責任をいただき

ました。 こんなに嬉 しいことはありま

１麟 蠕欝 穣 購欝

聖霊の導 きによって神様の仕事をす

ると祝福があって証を得る…証を得る

とまた神様のことをしたくなります。

このようにして証は雪だるま式に増え

て私たちは進歩 し，救われます。その

とき始めて聖霊の導きと言 うものがこ

んなにすばらしいものかと分かりまし

た。私は今まで９年間も眠っていまし

た。右の道か左の道かというときに，

真中の道を通っていました。左は通 り

た くなかったのです。左を通るとまた

家庭の平和が乱れます。左 も右 も通 り

た くなかったのです。けれども私を取

り巻 く神様のプログラムが私を導いて

くれました。それは去年のファミリー

キャンプです。日曜学校の責任です。

セミナリーです。ハワイ神殿訪問計画

です。

私がバプテスマを受けた頃，妻がい

つ も什分の一を出すときになると，あ

なたが放蕩 しなかったら什分の一もし

なくて良かったと，愚痴をこぼ してい

ました。けれども先日私の家に支部長

さんが来 られたとき，妻は，私が放蕩

をしたお蔭で この教会を知り，家庭が

平和になり，家族 ４人揃ってハワイ神

殿に行 くことが出来ることを感謝 して

います，と支部長さんに申 し上げま し

た。 このように私達家族は家庭の夕べ

福音の勉強，教会の責任を通 して証を

育 くもうと努めています。また家庭が

一致 して， このまっす ぐで狭い神様の

道を福音 という鉄の棒をしっか りと握

りしめ，永遠の生命を受けるまで耐え

忍びたいと思います。 この証のすべて

をイエス ・キリス トの御名によって証

しました。 １㌧

慈 ヒｘ ｌｌ

懸覇 膨

醗 猷 塗
灘

， 麗翻
難 麺醗叢 添調
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私 の 証

遠 藤 肇
仙台支部

．．マ ッケイ大管長は 「家庭を天国の一

部にすることは可能である。天国は理

想的な家庭の延長である」 と言われ，

主の多 くの予言者か ら私たちは 「自ら

の家庭を地上の天国にするよう」教え

られてきました。家庭は個人の進歩と

家族の救いのために欠かす ことのでき

ない場であり， 「主の家」の縮少され

た形であると私は老えます。主の家が

祈 りの家，断食の家，信仰の家，学問

の家，律法の家，そして秩序の家であ

るように，家庭 も同様であって，家庭

にあって個人個人が祈 り，また家族と

ともに祈 り，互いに教え励まし合い，

主の律法のもとに義 しい生活と，神権

者のもとに統一のとれた生活をするこ

とが大切だと思 っています。主が 「わ

れ今汝に一つの誠命を与 う。すなわち

汝もし救われんと欲せば自身の家を整

うべ し。汝の家には正 しからざること

多ければなり，その家族の者共をして

家に在りて必ず今一層勤勉に事にかか

わ らしめ，また常に祈 りをなさしむべ

し」 （教義と聖約９３：４３，５０）と啓示

されたことから，私は神権者は常に自

分自身の祈 りを 必要なときに’どこでも

行な うのはもちろんのこと，家族に祝

福があるよう主に導 きを求め，また家

族が聖典，教義を勉強 し，祈 り求める

よう正 しい勧告をする責任が課せ られ

ていることを知りました。

福音を教える場として，家庭ほどふ

さわしいところはないと思います。朝

の食事の前に，子供たちに福音を教え

るとき，また家庭の夕べで家族がそろ

って福音を学ぶとき，福音は個人より

４８０

む しろ家族にとってより大切なもので

あると感 じます。昨年末，上の子が ８

歳になってバプテスマを受けたとき，

「末日聖徒イエス ・キリス ト教会は神

様に導かれている神様の本当の教会で

す６僕は教会の会員になれてうれしい

です。いつも正義を選んで，神様のと

ころへ帰れるようがんぽりたいと思い

ます。いつも神様の助けがあるように

お祈 りします」 と証 しましたが， これ

は私たち家族の証でもあります。 これ

からあとふたりの子供のバプテスマと

共に，家族の証が強まることを私は望

んでいます。子供たちに福音を教える

には，まず忍耐と愛情が不可欠である

ことを知 りました。さらに祈りを教え

るなら親が敬慶な祈 りを主に捧げるこ

と，福音の勉強の大切さを教えるな ら

親が聖典を勉強すること，信仰を教え

るなら子供に信頼の情を示すこと，す

なわち言葉と模範により行動する以外

にありません。そして，それを継続す

ることです。小さなことか ら大きなこ

とが生ずるとは，真実であり，マッケ

イ大管長の言われ る よ う に 「この瞬

間，小さなことに福音の原則を適用す

ること」が，福音の実践であります。

私は親 として，また神権者としてのあ

るべ き姿を，毎 日のように家族か ら学

んでいます。子供たちが私の後をつい

て くれば，主のところに導かれるとい

い切れるような生活がなかなかできな

いのは恥ずかしいのですが，少なくと

も私はそのように生活 したいと願って

努めています。いま子供たちに歴代大

管長の生涯を少しずつ教えていますが

大管長たちの示 した勇気，主をおそれ

る心，愛情，決断はそのまま私に対す

る教 えであります。

こんどのハワイ神殿訪問で，私たち

家族がシーリングの儀式を受けること

を子供たちに話 したとき，子供たちは

「これでみんなそろって神様のところ

に帰れる準備ができるね」と手をたた

神殿訪問を終えて
脅

いて喜びました。私には家族のだれも

が必要です。不必要な人はだれもいま，

せん。私たち夫婦と子供たちが一つに

結ばれ，家族の輪をつ くるとき，だれ

かが欠けたらそこに天国は存在 しませ

ん。

私は福音は確かに，私たち家族にと

って大きな喜びの源であるとはっきり

知 りました。この喜びは主か ら来 るも

のであり，決 して消え失せることのな

い大きな宝です。家族 とともに主に心

を向け，主に祈 り，ともに学ぶとき，

家庭の中に一致と愛が生まれ，主のみ

たまの宿ることを証 します。さらにこ

のみたまは，私の家庭を天国にするた

めの，大いなる愛の導 き手であること

を証 します。イエス ・キ リス トの御名

により申し述べました。アーメン。

永遠なる結び

佐 藤 公 作

始主子
東京第 ３ワー ド部

初めての神殿訪問の第一歩を私たち

は緊張 と期待の中で踏みしめました。

紺碧の空 と海，緑の木々や芝生，赤や

黄や白の花，少しユーモアのあるヤシ

の木，それらの美 しい自然と素朴な風

土に私たちはまず驚異の目を見張 りま



した 。 しか し何 よ り も印 象的 だ った の

は それ らの 自然 の 中 に調 和 して そ び え

る 白 い神 殿 の 美 し さで した 。 神殿 の 中

で 与 え られ た あふ れ ん ば か りの祝 福 と

安 らぎを 私 た ちの さ さや か な 証 と共 に

お伝 えで き ます こ とを ， 感謝 して お り

ます 。 １９７３年 ８月 ２０日， そ の 日 は私 た

ち に と って永 遠 に忘 れ えぬ 記 念 す べ き

日 とな りま した。

・昨 年 の私 は友 達 か らの プ レゼ ン ト

と両 親 の さ さ や か な御 馳 走 に囲 まれ

て い ま した。 ハ ワイ神 殿 の中 で 誕 生

日を迎 え た今 年 の そ の 日， 私 はか つ

て い た だ い た こ との な い素 晴 ら しい

プ レゼ ン トに 囲 ま れ た の です 。 永 遠

の 両親 は私 自身 の エ ンダ ウメ ン トと

愛 す る兄 弟 との 永遠 の結 び固 め の儀

式 ， 兄 弟 は 暖 か い 愛 に 加 え て断 食 と

お祈 りを ， そ れ に福 音 の友 は心 の こ

も った 堅 い握 手 と愛 あ る言 葉 を贈 っ

て 下 さ いま した 。私 は何 よ りの素 晴

ら しい プ レゼ ン トの祝 福 に た だ感 激

と感謝 の涙 で 一 杯 で した。

・初 めて の 桝殿 訪 問 の第 １日 目で し

た ので 必 要 な 導 き と主 の大 い な る祝

福 を漏 らさず 受 け られ るよ う断食 を

し， お祈 りを しま した ，休 息 を十 分

に取 っ たの で 旅 の疲 れ は あ りませ ん

で した。 断 食 と祈 りが霊 的 な心 と謙

遮 な信 仰 を 育 み ，主 に とて も近 くあ

っ た よ うに感 じま した 。 そ の 日は ち

ょ うど姉 妹 の 誕 生 日で した の で永 遠

の 愛 と共 に断食 と祈 りを プ レぜ ン ト

して あげ ま した 。

シ ー リン グの 部 屋 は とて も美 しい も

ので した 。 あた か も主 の御 前 に い る よ

うな， 主 の 栄 光 が そ こに あ るよ うな気

が しま した 。 あの と きの喜 び と感 激 を

ど の よ うにお 伝 え した らよ い ものか 。

永 遠 に結 ばれ るべ く静 か に ひ ざ まず き

堅 く手 を 握 り合 った と き， 私 た ち は と

め ど もな く流 れ る涙 を ど うす る こと も

で き ませ んで し党 。福 音 を通 して永 遠

に結 ば れ た喜 び と主 へ の 感謝 の涙 が お

互 い の頬 を伝 わ りま した。 強 い結 婚 の

反対 に暗 く沈 ん で い た私 た ち を主 は選

び 信 仰 に 富 ま せ， 永 遠 の絆 へ と導 い て

下 さ った の で す か ら。

… 私 た ちの交 際 が 知 られ ，謹 慎 中 の

姉 妹 を 訪 れ た の は １月 の 冷 た い雨 の

降 る夕 方 で した 。交 際 の 自由 を求 め

に行 っ たの で す が … … 「バ カ ヤ ロ ゥ

／死 ぬ まで 結 婚 な ん か させ な い そ 。

結 婚 した い な ら俺 が 死 ん で か らや っ

て くれ 。 … …」 返 って きた の は厳 し

い叱 責 と罵 倒 の 言 葉 で した 。 冷 た い

雨 に打 たれ 泣 き なが ら帰 りま した 。

そ れ以 来 ， 会 う こと は も ち ろん ，電

話 を か け る こと も， 便 りを出 す こ と

もで き ませ んで した。 今 に も消 え そ

うな私 た ち の信 仰 と証 を よ うや く保

ち な が ら， 同 じ時 刻 に祈 り， 同 じ日

に 断食：し， 励 ま し合 い ま した。 更 に

多 くの兄 弟 姉 妹 が助 け， 励 ま し導 い

て下 さい ま した。 あ る兄 弟 と姉 妹 は

同 じ時刻 に祈 って下 さ り， あ る姉 妹

は 便 りを届 け て下 さい ま した。

・冷 た い雨 に打 た れ なが ら悲 し く暗

闇 に消 え る兄 弟 を涙 で送 りま した。

毎 晩 の よ うに泣 きま した。 淋 し く，

悲 し く， 讃美 歌 を歌 い な が ら眠 って

しま った夜 もあ りま した。 懸 命 に信

じよ う と心 に言 い 聞 かせ なが らや っ

との思 い で祈 り続 け ま した。 「耐 え

よ ，倖 わせ の 日の 為 に」 とい う聖 徒

の 道 に あ っ た短 か い言 葉 を大 切 に そ

の 日を待 ち ま した。 ６ ヵ月 間 と い う

もの は全 く教 会 に 出席 で き ませ んで

した 。 バ プ テス マを受 け て ２年 半 で

得 た 小 さな証 を 守 る こ とが精 一一杯 で

した 。 あ る時 に は主 の愛 を捨 て父 に

従 お う と思 った 日 もあ りま した。 い

つ も励 ま して下 さ り， 多 くの兄 弟 姉

妹 が この私 の 小 さな証 に愛 と勇気 を

注 ぎ込 ん で 下 さい ま した の で この苦

しみ ， 悲 しみ か ら脱 す る こ とが で き

ま した 。

激 し く反対 して いた あの 父 が相 殿 訪

問 に と１０万 円 の お 金 を送 って下 さい ま

した。 一 時 は憎 ん だ 父 を私 た ちは心 か

ら素 直 に愛 して い ます 。深 い 父 の愛 を

知 り， 主 の愛 を知 り ま した 。耐 え られ

な い よ うな試 しは な く， 信 仰 が た め さ

れ， 次 に祝 福 が 与 え られ ， さ らに堅 い

信 仰 と証 が 生 まれ る こ とを は っ き り知

りま した。 多 くの こ とを 学 ん だ 私 た ち

は主 に助 け られ 導 か れ ， 永 遠 の 伴 侶 と

な るべ く神 殿 に入 る ことが で きた の で

す。 私 た ち の涙 は この ．卜分 す ぎ る主 の

報 い に対 す る喜 び と感 謝 で した 。 神 殿

で の 日々 は私 た ち に は っ き り と神 は 生

き て お られ ， イ エ スが 救 い主 で あ る こ

とを感 じさせ る 日々で した 。 数 々の 儀

式 を 通 して愛 す る人 と永 遠 に結 び 固 め

られ る ことが いか に大 切 で あ るか を 知

りま した。 愛 す る先 祖 の救 い は私 た ち

の責 任 で あ り， 私 た ち の手 中 に あ りま

す。 これ か らは この祝 福 を 受 け福 音 に

従 った 喜 び を見 い だせ る よ う励 み た い

と思 い ま す。 神 殿 は ま さ し く主 の宮 居

で あ り， 神 が実 に生 き て ま しま し， イ

エ ス が そ の御 子 で あ り， 私 た ち の救 い

主 で あ る こ とを証 します 。 ア ー メ ン．

公 告

大管長会 との協議の結果，東京都港区

１北 背山 ５丁 目３４番 １及び」４番 ４所在の不

動産を売却す ることに決定 し，現在最高
２価競売人 と交渉中です

。

昭和１８年１０月ユ目

宗教法人
「末 日聖徒 イエス・キ リス ト教会一１．
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